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活
動
量
計
使
い
運
動
習
慣

　

元
気
な
高
齢
者
に
な
る
た
め
に

　
　

│
取
り
組
み
の
状
況
を「
見
え
る
化
」
駒
ヶ
根
市
│

　
急
速
な
高
齢
化
に
伴
っ

て
、
認
知
症
や
生
活
習
慣

病
、
関
節
疾
患
な
ど
の
た

め
に
、
介
護
が
必
要
と
な
る

高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
に
対
応
す

る
た
め
に
は
単
に
長
生
き

す
る
だ
け
で
な
く
、
い
か

に
健
康
寿
命
（
健
康
上
の

問
題
で
日
常
生
活
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で

き
る
期
間
）
を
延
ば
す
か

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
自
立
高
齢
者
率
８２
・
６

％
を
目
指
す
町
で
は
「
い

き
い
き
健
康
調
査
」
の
聞

き
取
り
に
よ
っ
て
ハ
イ
リ

ス
ク
者
の
早
期
発
見
を
行

い
、
予
防
事
業
へ
つ
な
げ

て
い
ま
す
。
認
知
症
に
つ

い
て
は
、
日
赤
病
院
の
オ

レ
ン
ジ
チ
ー
ム
に
働
き
か

け
初
期
の
集
中
支
援
に
よ

っ
て
重
症
化
を
抑
制
し
て

い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
対
策
と
し

て
は
、
健
診
受
診
後
の
保

健
指
導
が
充
実
し
て
お
り

ま
す
が
、
４０
歳
か
ら
４４
歳

の
受
診
率
が
３７
・
１
％
と

低
く
、
若
い
世
代
に
受
診

を
促
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
運
動
療
法
と
し
て
は
、

町
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・

カ
フ
ェ
、
公
民
館
で
行
わ

れ
て
い
る
体
操
教
室
や
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
事
業
な
ど
を
一

元
化
し
、
す
べ
て
の
町
民

が
日
常
的
に
活
動
で
き
る

自
主
的
な
体
制
づ
く
り
が

必
要
で
す
。
要
介
護
者
が

増
え
続
け
る
の
か
、
元
気

な
高
齢
者
が
増
え
る
の
か

に
よ
り
、
町
全
体
の
活
力

は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

元
気
な
高
齢
者
を
い
か
に

増
や
し
て
い
く
か
は
、
町

の
重
要
な
政
策
課
題
で
す
。

　
信
毎
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
９
月
１０
日
駒
ヶ
根
市
）の

な
か
で
、
先
進
実
例
と
し

て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
定
健
診
で
血
糖
値
が

高
い
と
さ
れ
た
人
の
割
合

は
高
く
、
脳
血
管
疾
患
の

原
因
と
な
る
高
血
圧
・
糖

尿
病
の
予
防
に
は
、
食
生

活
や
運
動
な
ど
の
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
活
動
量
計
を
付
け
運
動

す
る
習
慣
が
で
き
た
こ
と

で
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
値
が
下
が
っ
た
り
、

足
の
付
け
根
の
骨
密
度
が

高
く
な
っ
た
り
し
た
例
も

あ
る
そ
う
で
す
。

　
活
動
量
計
を
使
っ
た
健

康
づ
く
り
を
、
町
を
あ
げ

て
み
ん
な
で
や
れ
ば
、
高

齢
者
の
い
き
が
い
や
励
み

に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。 からだ長持ちお手入れ体操（コミュカフェ）からだ長持ちお手入れ体操（コミュカフェ）
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松川町の平均寿命と健康寿命の差（Ｈ27年国保連）

　
国
の
介
護
費
用
は
10
兆
円
を
超
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
介
護

状
態
や
、
認
知
症
を
患
っ
て
い
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
在
宅
生
活
を
し
て

い
く
心
構
え
が
本
人
と
家
族
に
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
取
り
組
み
を
皆
さ
ま
と
と
も
に
考
え
ま
す
。

0歳 40歳 50歳 60歳 70歳 80歳 90歳

女性

男性
平均寿命 81.2

平均寿命 87.3

健康寿命 66.3

健康寿命 66.9

厚生労働省　　　　
　データヘルス改革

取組事例「活動量計の活用」



入
所
待
ち
が
減
ら
な
い
特
養
松
川
荘

　
　

地
域
密
着
型
特
養

　
　
　
を
早
急
に

　
　ど

う
変
わ
る
県
移
管
後
の
国
保
料
？

　
　

　
相
変
わ
ら
ず
入
所
待
ち

が
減
ら
な
い
現
状
に
町
民

の
皆
さ
ん
は
ど
う
感
じ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
高
齢

者
の
皆
さ
ん
や
そ
の
家
族

の
皆
さ
ん
は
、
若
干
の
不

安
は
あ
る
も
の
の
、
ま
だ

現
実
味
は
帯
び
て
い
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で

も
今
ま
さ
に
入
所
待
ち
の

方
々
は
い
つ
に
な
っ
た
ら

入
所
で
き
る
の
か
不
安
と

介
護
の
日
々
が
続
い
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
４
年
前
、
議
会
で
は
多

く
の
入
所
待
ち
の
打
開
に

つ
い
て
質
問
が
数
多
く
出

さ
れ
て
い
た
な
か
、
第
１

回
の
検
討
会
が
行
政
主
催

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
丁
度
、

北
名
子
保
育
園
と
中
央
保

育
園
の
統
合
、
移
設
の
話

が
出
て
い
た
頃
で
す
。
そ

れ
か
ら
４
年
。
特
養
は
耐

　
南
信
州
広
域
連
合
の
管

内
に
は
、
１４
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
（
以
下
「
特

養
」
）
が
あ
り
、
待
機
者

は
４
９
１
人
で
す
。
ま
た

特
養
松
川
荘
の
待
機
者
は

４９
人
で
す
。

　
一
方
、
松
川
町
の
待
機

者
は
３９
人
で
、
過
去
５
年

間
で
は
、
３０
〜
４０
人
の
間

で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
町
の
高
齢
化
率

は
３３
％
。
団
塊
の
世
代
が

７５
歳
を
迎
え
る
２
０
２
５

　
国
民
健
康
保
険
は
、
社

会
保
険
な
ど
と
比
べ
、

①
年
齢
が
高
く
医
療
費
が

　
多
額
。

②
低
所
得
者
が
多
い
。

③
小
規
模
保
険
者
が
多
い
。

な
ど
構
造
上
の
問
題
を
抱

え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
諸
問
題
を
解

決
す
る
た
め
、
平
成
３０
年

度
か
ら
、
都
道
府
県
が
財

政
運
営
の
責
任
主
体
と
な

り
、
安
定
的
、
効
率
的
な

事
業
の
確
保
な
ど
中
心
的

な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
毎
年
約

３
４
０
０
億
円
の
財
政
支

援
拡
充
が
図
ら
れ
る
と
と

も
に
、
市
町
村
の
保
険
者

努
力
支
援
制
度
導
入
な
ど
、

新
た
な
取
り
組
み
も
始
ま

り
ま
す
。

　
来
年
度
の
保
険
料
は
、

１１
月
に
示
さ
れ
る
予
定
で

す
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て

保
険
料
を
抑
制
す
る
に
は
、

引
き
続
き
健
康
へ
の
取
り

組
み
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

いつまでもお元気でいつまでもお元気で
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震
診
断
で
は
ク
リ
ア
し
ま

し
た
が
、
毎
年
、
施
設
設

備
で
修
繕
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
現
状
で
す
。

 

一
般
質
問
で
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
が
、
毎
年
、

入
所
待
ち
を
死
亡
に
よ
り

取
り
下
げ
る
方
々
は
平
均

６
人
。
こ
の
５
年
間
で
約

３０
人
に
上
り
ま
す
。
民
間

の
施
設
が
開
設
さ
れ
て
も

一
向
に
待
機
者
数
は
減
少

せ
ず
、
毎
年
３０
人
あ
ま
り

に
及
ん
で
い
ま
す
。
入
所

で
き
な
か
っ
た
方
々
、
そ

の
家
族
の
皆
さ
ん
の
気
持

ち
を
考
え
る
と
き
、
こ
の

ま
ま
で
良
い
の
か
と
い
う

気
持
ち
が
一
層
強
く
な
り

ま
す
。
高
齢
化
、
長
寿
命

化
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

時
は
ど
ん
ど
ん
過
ぎ
去
っ

て
い
き
ま
す
。
今
、
大
変

な
思
い
を
さ
れ
て
い
る

方
々
に
対
し
て
、
行
政
は

ど
う
対
応
す
る
の
か
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

年
ま
で
、
そ
の
人
口
は
急

激
に
増
加
し
、
そ
の
後
も

高
止
ま
り
で
推
移
す
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
高
齢
化
が
一
層

進
み
、
介
護
を
必
要
と
す

す
る
高
齢
者
が
増
加
す
る

と
、
特
養
の
待
機
者
は
さ

ら
に
増
加
し
て
い
く
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
「
地
域
福
祉

連
絡
協
議
会
」
の
な
か
で
、

特
養
松
川
荘
の
老
朽
化
、

高
齢
者
の
急
増
を
見
据
え
、

松
川
町
の
方
の
み
が
利
用

で
き
る
地
域
密
着
型
特
養

の
研
究
も
始
め
ま
し
た
。

　
今
後
、
待
機
者
を
増
や

さ
な
い
よ
う
、
早
急
な
対

応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

国民健康保険料などの試算結果（県まとめ：信濃毎日新聞）

1人当たりの年
間保険料（円）

1人当たりの県
への納付金（円）

増減率
（％）市町村

増減率
（％）

松川町
高森町
豊丘村
喬木村
中川村
飯島町

96,712
103,691
83,911
101,548
99,560
112,914

▼14.5
▼10.8
▼24.5
▼10.8
▼0.6
3.0

101,610
103,082
86,062
105,571
103,848
100,279

▼6.8
▼5.2
▼9.6
▼3.4
▼7.0
0.6

　
経
過
を

　
　
さ
か
の
ぼ
る
と

　
　

ど
う
対
応
す
る
の
か

　
　



議会の視点
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９
月
定
例
会
は
決
算
議
会
と
い
わ
れ
る
。
９
月
４
日
か
ら
開
催
さ
れ
、
平
成
28
年
度
決

算
は
、
例
年
に
な
く
厳
し
い
指
摘
を
受
け
た
監
査
を
ふ
ま
え
て
慎
重
な
審
議
を
行
い
認
定

し
た
。
住
民
の
税
金
は
有
意
義
に
使
わ
れ
た
か
、
財
政
調
整
基
金
の
使
い
道
は
、
な
ど
課

題
は
多
い
。

　

９
月
定
例
会
は
決
算
議
会
と
い
わ
れ
る
。
９
月
４
日
か
ら
開
催
さ
れ
、
平
成
28
年
度
決

算
は
、
例
年
に
な
く
厳
し
い
指
摘
を
受
け
た
監
査
を
ふ
ま
え
て
慎
重
な
審
議
を
行
い
認
定

し
た
。
住
民
の
税
金
は
有
意
義
に
使
わ
れ
た
か
、
財
政
調
整
基
金
の
使
い
道
は
、
な
ど
課

題
は
多
い
。

政
策
と
事
業
の
結
果
と
成
果
を
問
う

政
策
と
事
業
の
結
果
と
成
果
を
問
う

質
問
　
年
度
末
の
資
金
不

足
に
備
え
、
昨
年
は
５
億

円
の
短
期
つ
な
ぎ
資
金
を

高
利
で
借
入
れ
を
し
て
い

た
。
こ
の
改
善
に
つ
い
て

基
金
を
運
用
で
き
な
い
か

と
毎
年
指
摘
し
て
き
た
が

今
回
初
め
て
見
直
さ
れ
た
。

基
金
を
ど
う
運
用
し
た
の

か
。

答
弁
　
財
政
調
整
基
金
の

繰
替
え
運
用
と
臨
時
財
政

対
策
債
の
早
期
借
り
入
れ

と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。

　
昨
年
の
財
政
調
整
基
金

の
借
り
換
え
の
時
か
ら
、

２
月
に
繰
替
運
用
が
で
き

る
よ
う
に
短
期
間
の
定
期

預
金
に
変
え
て
、
今
回
の

繰
替
運
用
に
備
え
て
き
た
。

質
問
　
農
地
転
用
の
太
陽

光
発
電
施
設
の
土
地
に
対

す
る
固
定
資
産
税
が
、
な

ぜ
農
地
並
み
課
税
な
の
か
。

実
質
的
な
税
制
優
遇
処
置

の
見
直
し
は
。

答
弁
　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
を
目
指
し
、
上
部
機

関
と
相
談
す
る
な
か
で
評

価
基
準
を
策
定
し
た
。
監

査
委
員
の
指
摘
、
町
民
の

声
も
あ
り
上
部
機
関
の
指

導
を
仰
ぎ
な
が
ら
適
切
に

対
応
す
る
。

 

平
成
２７
年
度
決
算
で
は
９
回
の
補
正
を

行
い
一
般
会
計
で
５
億
４
２
５
万
円
の
不

用
額
が
生
じ
て
い
る
。

　
平
成
２８
年
度
で
は
３
月
定
例
会
に
お
い

て
決
算
を
迎
え
る
前
に
財
政
調
整
基
金
へ

１
億
円
を
歳
出
す
る
補
正
が
提
出
さ
れ

た
。
こ
れ
は
決
算
に
お
け
る
実
質
収
支
が

変
わ
っ
て
し
ま
い
、
決
算
指
数
を
意
図
的

に
操
作
す
る
こ
と
に
な
る
。
議
会
で
は
初

め
て
否
決
し
修
正
動
議
が
可
決
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
決
算
で
は
４
億
５
９
０
０
万

円
の
不
用
額
で
あ
っ
た
。
予
算
と
決
算
に

は
大
き
な
開
き
が
あ
り
、
予
算
の
計
画
性

が
問
わ
れ
る
。
住
民
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
な
ど
の
要
望
案
件
が
あ
る
な
か
で
置
き

去
り
に
な
っ
て
い
る
事
業
を
進
め
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
物
件
費
は
平
成
２４
年
か
ら
年
々
増
加
し

て
お
り
、
業
務
委
託
費
や
臨
時
職
員
給
与

の
増
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
進
ま
ぬ
業

務
改
善
に
議
員
か
ら
の
意
見
が
集
中
し

た
。
事
業
計
画
と
執
行
結
果
に
対
す
る
総

括
が
必
要
で
あ
る
。

年
度
末
の

　
資
金
運
用
方
法
は

質
問
　
昨
年
も
議
論
さ
れ

て
い
た
が
マ
ン
パ
ワ
ー
不

足
の
改
善
の
一
策
と
し
て

職
場
改
善
委
員
会
を
発
足

し
て
対
応
し
て
い
る
が
、

一
向
に
成
果
が
見
え
な

い
。
対
応
が
あ
ま
り
に
も

ス
ロ
ー
過
ぎ
る
の
で
は
な

い
か
。

答
弁
　
職
員
の
意
識
改
革

を
含
め
て
、
お
も
て
な
し

講
座
な
ど
で
対
応
し
て
い

る
が
成
果
が
ま
だ
見
え
て

い
な
い
。
今
後
は
ど
の
よ

う
に
改
革
に
取
り
組
む
か

を
決
め
て
い
き
た
い
。

進
ま
ぬ
職
場
改
善

　
　
迅
速
な
対
応
を

な
ぜ
農
地
並
み
課
税
？

　
　
　
太
陽
光
発
電

28年度　一般会計決算
項　　目

当 初 予 算
最 終 補 正
決　　算

63億8000万円

72億1325万円

64億2025万円

金　　額

本会議でのより詳しい議論は公式HP、議会事務局にてご覧になれます。 松川町　本会議　会議録

※万以下切り捨て

本会議でのより詳しい議論は公式HP、議会事務局にてご覧になれます。 松川町　本会議　会議録

28年度
決算認定

※
１
財
政
調
整
基
金
…
財
源
に
余
裕
が
あ
る
年
に
積
立
て
、
不
足
す
る
年
に
取
り
崩
す
た
め
の
貯
金
。

※
２
臨
時
財
政
対
策
債
…
財
源
が
不
足
し
た
場
合
、
地
方
交
付
税
を
減
ら
し
地
方
公
共
団
体
自
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
方
債
を
発
行
さ
せ
る
制
度
。

※

１

※

２
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答
弁
　
要
因
と
し
て
あ
る

の
は
、
特
別
交
付
税
の
状

況
が
見
え
な
く
て
最
後
に

な
っ
て
３
月
の
議
会
の
途

中
ぐ
ら
い
に
数
字
が
出
て

く
る
。
も
う
一
つ
は
決
算

の
内
容
を
見
る
と
、
不
用

額
と
し
て
予
算
が
残
っ
て

い
る
部
分
が
結
構
あ
る
。

こ
の
部
分
は
し
っ
か
り
反

省
し
て
、
や
っ
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
予
算

質
問
　
実
質
収
支
比
率
が

５
％
以
上
を
示
し
て
い
る
。

ま
だ
ま
だ
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
余
裕
が
あ
る
。
目
に
見

え
る
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的

に
や
る
べ
き
で
あ
る
が
予

算
運
用
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

の
段
階
で
査
定
を
行
っ
て

い
る
。
残
っ
て
い
る
事
業

な
ど
に
つ
い
て
は
、
で
き

る
だ
け
６
月
あ
る
い
は
９

月
で
吸
い
上
げ
る
と
い
う

こ
と
を
周
知
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
方
が
予
算
が

つ
き
や
す
い
場
合
も
あ
り
、

そ
の
こ
と
を
職
員
の
方
に

周
知
し
な
が
ら
、
予
算
立

て
し
て
い
る
。

質
問
　
経
常
収
支
比
率
は

７０
％
か
ら
７５
％
以
下
が
望

ま
し
い
と
一
般
的
に
は
い

わ
れ
て
い
る
が
、
松
川
町

は
８３
・
１
％
と
、
昨
年
よ

り
ま
た
上
が
っ
て
い
る
よ

う
な
状
態
で
あ
り
、
８０
％

を
切
っ
て
い
く
た
め
に
人

件
費
・
物
件
費
に
つ
い
て

本
年
度
の
原
因
と
今
後
に

お
い
て
、
改
善
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
ど
う
い

っ
た
考
え
が
あ
る
か
。

ま
だ
ま
だ
で
き
る

　
　
住
民
サ
ー
ビ
ス

経
常
収
支
比
率
の

　
　
　
　
　
改
善
を

答
弁
　
こ
の
経
常
収
支
比

率
は
や
は
り
財
政
の
柔
軟

性
を
示
す
数
値
で
あ
り
、

非
常
に
重
要
な
数
値
だ
。

お
お
む
ね
１５
年
ぐ
ら
い
前

は
７０
％
を
切
っ
て
い
た
。

昨
年
、
分
析
を
し
た
な
か

で
は
委
託
費
に
お
け
る
経

常
的
経
費
が
増
え
て
い
る

部
分
が
あ
る
。
委
託
費
に

は
人
件
費
（
臨
時
職
員
賃

金
）
も
あ
る
。
こ
う
し
た

も
の
が
圧
迫
し
て
い
る
か

と
思
う
。

　財政の弾力性の度合いを判断する指標の一つが「経常
収支比率」。人件費や扶助費のように経常的に支出する
「経常的経費充当一般財源」の、税収など経常的に収入する「経常一般財源」に対する割合。
この数値が100％に近いということは、経常的な収入で経常的な支出を賄えない状態にあると
いえ、預貯金を取り崩すか、借金をしてかろうじて財政を支えているという状況。一般的に、
70～80％が「適正」な範囲とされている。

　財政規模に対する収支の割合を示す。一般的に３～５％が
適正な範囲、５％を超えるような状況は、剰余金が多額に発生
したことで、収入が当初より相当上回ったか、歳出の不用額が
多額に生じた状況を示している。年度の途中でこうした実態
を把握していれば補正予算を編成して、その財源を有効に活
用できたにも拘わらず、その対応が十分でなかった。

執行状況を見る執行状況を見る執行状況を見る

不用額が多発・有効活用ができていない不用額が多発・有効活用ができていない不用額が多発・有効活用ができていない
　実質収支比率と経常収支比率により町の経営状態がわかり、財政的には余裕があると
いえます。住民サービスが適正におこなわれたかが問われます。

実質収支比率

経常収支比率
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一
般
会
計
決
算
の
実
質

収
支
は
4
億
１
７
７
万
２

千
円
の
黒
字
。

　
年
度
末
の
町
債
残
高
は

総
額
１
０
１
億
１
０
９
４

万
円
と
前
年
度
比
４
・
５

％
の
減
少
、
健
全
な
財
政

状
況
を
維
持
。

　
実
質
収
支
率
は
１０
・
８

％
と
県
平
均
の
５
・
７
％

（
平
成
２７
年
度
）を
大
き
く

上
回
り
、
町
民
に
対
す
る

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
相
当
な

余
力
を
示
し
て
お
り
、
今

後
の
財
政
状
況
や
事
業
の

優
先
先
を
勘
案
し
財
源
の

活
用
を
。

　
経
常
収
支
比
率
は
８３
・
１

％
と
微
増
、
財
政
構
造
の

弾
力
性
に
乏
し
い
状
況
が

継
続
。
経
常
的
経
費
の
消

減
な
ど
、
健
全
な
財
政
運

営
に
努
め
る
こ
と
。

　
特
別
会
計
を
含
む
収
入

未
済
額
は
前
年
度
に
比
べ

３
０
９
万
４
千
円
の
増
の

質
問
　

収
入
未
済
額
が

年
々
増
加
傾
向
。
縮
減
は

公
平
、
公
正
な
負
担
と
財

源
確
保
の
観
点
か
ら
極
め

て
重
要
。
現
状
の
対
応
と

今
後
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
　
交
渉
が
困
難
な
大

口
者
に
つ
い
て
は
県
の
滞

納
整
理
機
構
に
移
管
。
他

は
滞
納
処
分
と
し
て
差
押

え
な
ど
実
施
。
新
年
度
は

整
理
機
構
か
ら
の
割
当
て

移
管
枠
の
最
大
限
活
用
と

納
税
強
化
に
努
め
る
。

質
問
　
町
の
財
政
状
況
を

把
握
す
る
た
め
の
貸
借
対

照
表
の
デ
ー
タ
が
整
い
つ

つ
あ
る
が
、
個
人
へ
貸
与

し
て
い
る
土
地
は
ど
の
よ

う
な
内
容
か
。
　
　
　
　

答
弁
　
道
路
沿
い
の
斜
面

と
個
人
の
出
入
り
口
や
駐

１
億
７
５
９
万
２
千
円
と

年
々
増
加
傾
向
。
町
民
の

公
平
、
公
正
な
負
担
と
財

源
確
保
の
観
点
か
ら
、
適

切
な
債
権
管
理
の
も
と
滞

納
整
理
の
一
層
の
強
化
を
。

　
農
地
か
ら
転
用
の
太
陽

光
発
電
設
備
に
対
し
て
は
、

現
状
に
則
し
た
課
税
が
原

則
で
あ
り
、
税
制
優
遇
処

置
は
実
質
的
な
「
減
免
」。

町
税
は
共
有
の
債
権
と
し

て
公
平
、
公
正
な
課
税
が

求
め
ら
れ
、
適
正
な
税
務

執
行
に
努
め
る
こ
と
。

　
今
後
、
公
共
施
設
の
老

朽
化
に
伴
う
大
規
模
補
修

な
ど
、
厳
し
い
財
政
運
営
を

強
い
ら
れ
る
。
効
率
的
な
運

営
を
行
い
住
民
生
活
環
境

の
整
備
や
住
民
福
祉
の
ソ

フ
ト
事
業
な
ど
、
更
な
る
尽

力
が
求
め
ら
れ
る
。

代
表
監
査
委
員

　
　
　
　
佐
々
木
光
男

議
会
選
出
監
査
委
員

　
　
　
　
島
田
　
弘
美

車
場
と
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　
町
の
公
共
施
設
用

地
と
し
て
多
く
の
借
地
が

あ
り
、
年
間
の
借
地
料
は
、

３
０
０
０
万
円
近
く
あ
る
。

未
利
用
地
な
ど
を
売
却
し

て
財
源
に
あ
て
、
購
入
の

検
討
を
。

答
弁
　
で
き
る
だ
け
借
地

に
つ
い
て
は
買
い
取
り
で
、

お
願
い
を
し
て
い
る
。

　
相
手
の
都
合
が
あ
り
、

買
い
取
り
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
土
地
を
借
り
な
い
と

事
業
が
進
ま
な
い
こ
と
か

ら
、
町
で
定
め
た
評
価
額

の
何
％
と
い
う
ル
ー
ル
を

持
ち
な
が
ら
、
借
地
と
し

て
お
借
り
を
し
て
い
る
。

質
問
　
予
算
額
に
対
し
て

決
算
額
は
非
常
に
大
き
な

乖
離
が
あ
る
。
特
に
土
木

費
関
係
は
１
億
８
０
０
０

万
円
あ
ま
り
が
繰
越
明
許

費
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い

る
。
総
括
で
あ
る
べ
き
決

算
で
報
告
が
な
い
。

答
弁
　
社
会
資
本
主
義
整

備
事
業
の
交
付
金
の
確
定

の
遅
れ
と
繰
越
事
業
と
完

工
す
る
も
の
も
予
算
と
し

て
計
上
し
て
い
る
。
国
な

ど
と
の
調
整
の
な
か
で
こ

う
い
う
事
態
も
あ
り
う
る

と
い
う
こ
と
を
承
知
願
い

た
い
。

計
画
事
業
は

　
　
　
で
き
た
の
か

町
有
財
産
の

　
　
　
　
適
正
化
を

適
正
な
債
権
管
理

　
滞
納
整
理
強
化
を

本会議でのより詳しい議論は公式HP、議会事務局にてご覧になれます。 松川町　本会議　会議録

未収入金の内訳

奨学資金貸付金 15万円

農業集落排水使用料 49万円

後期高齢者医療保険料 126万円

公共下水道使用料 147万円
介護保険料 175万円

水道使用料 551万円

国民健康
保険税
3921万円

町税
5775万円

合　計
1億759万円

※

※
繰
越
明
許
費
…
何
ら
か
の
事
情
で
そ
の
年
度
内
に
支
出
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
経
費
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
特
別
に
翌
年
度
一
年
間
に
限
り
繰
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。



平成29年度　9月補正予算

質
問
　
生
田
診
療
所
解
体

工
事
に
４
４
０
万
円
、
医

療
機
器
処
分
委
託
料
に
９８

万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

跡
地
利
用
は
。

松川町議会だより7 No.1372017.10.15

質
問
　
高
齢
者
の
方
、
障

害
の
重
度
の
方
が
対
象
で

あ
る
。
灯
油
以
外
は
出
か

け
な
い
と
使
え
な
い
商
品

券
で
あ
る
が
、
灯
油
以
外

で
は
実
際
に
利
用
が
ど
の

程
度
あ
る
の
か
。

答
弁
　
現
在
予
算
上
で
は

４
５
０
万
円
と
い
う
こ
と

で
計
上
し
て
い
る
。
前
回

の
２６
年
度
で
は
利
用
率
が

８３
・
８
％
で
あ
っ
た
。
今

年
度
は
も
う
少
し
Ｐ
Ｒ
な

ど
も
し
っ
か
り
し
て
や
る

な
か
で
９２
％
程
度
の
利
用

を
目
指
し
た
い
。

質
問
　
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金
１
５
０
万
円
の
増

額
は
。
監
査
委
員
指
摘
の

商
工
会
員
以
外
へ
の
補
助

見
直
し
は
。

答
弁
　
当
初
予
算
と
し
て

３
０
０
万
円
計
上
し
た
が
、

申
請
が
多
く
増
額
を
計
上
。

商
工
会
に
加
入
し
経
済
、

地
域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ

る
方
を
支
援
し
て
い
き
た

い
。
非
会
員
に
対
し
て
は

今
後
の
課
題
と
す
る
。

補
助
金
交
付
対
象
者

　
　
　
　
の
拡
大
は

ぬ
く
も
り
補
助
券

　
ど
こ
で
使
え
る
の

悩
み
相
談
は

　
　
　
専
用
回
線
で

答
弁
　
施
設
の
老
朽
化
と

今
後
、
活
用
が
見
込
め
な

い
な
か
で
解
体
を
計
画
。

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

普
通
財
産
に
指
定
し
賃
貸
、

売
却
を
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問
　
大
沢
原
水
利
工
事

２
３
０
０
万
円
の
内
容
と

詳
細
は
。

答
弁
　
大
沢
原
の
農
業
用

水
路
を
補
修
し
な
い
と
、

下
流
の
中
川
村
ま
で
水
が

行
か
な
い
と
い
う
こ
と
か

ら
、
緊
急
で
の
新
し
い
事

業
と
な
っ
た
。
以
前
は
、

農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業

と
い
う
の
が
あ
っ
た
が
、

あ
ま
り
採
択
に
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
条
件
つ
き
で

今
回
の
事
業
に
変
わ
っ
た
。

　
場
所
に
つ
い
て
は
大
沢

原
水
利
組
合
と
い
っ
て
上

片
桐
の
大
沢
北
部
一
帯
に

な
る
。

　
財
源
に
つ
い
て
は
、
国

庫
補
助
５０
％
、
県
補
助
１

％
、
地
元
分
担
金
１０
％
、

町
で
３９
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
地
元
分
担
金
も
確
保
が

で
き
る
こ
と
か
ら
補
助
申

請
を
し
た
状
況
で
あ
る
。

質
問
　
自
殺
相
談
は
時
間

も
長
く
か
か
る
か
と
思
う
。

専
用
回
線
を
引
い
て
、
適

切
に
相
談
に
乗
っ
て
あ
げ

て
い
た
だ
き
た
い
。
電
話

番
号
は
こ
れ
か
ら
変
わ
っ

て
く
る
が
、
周
知
徹
底
を

す
る
こ
と
が
ま
ず
大
事
で

あ
る
が
そ
れ
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

答
弁
　
小
さ
な
カ
ー
ド
型

に
電
話
番
号
、
場
所
を
記

し
た
も
の
を
つ
く
り
配
布

し
た
い
。
何
か
あ
っ
た
ら

気
軽
に
か
け
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
形
で
、
周
知
を

図
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

平成29年度　9月補正予算平成29年度　9月補正予算

生
田
診
療
所

ど
う
す
る
跡
地
利
用
！

農
地
基
盤
整
備

　
　
財
源
の
確
保
は

2億5640万円 62億9870万円 65億5511万円

484万円
1億円

676万円
463万円
538万円
512万円
2450万円
1100万円
460万円
83万円

一般会計補正予算

主な使い道

避難施設表示看板整備事業
公共施設等基金積立
移住体験・促進住宅整備
ぬくもり福祉券事業　
生田診療所解体工事
商工業振興助成金
農地耕作条件改善事業　　
道路関連補正事業
入学祝い金（Ｈ30年度入学者）
クライミングウォール整備事業　

計補正前の額補正予算額

事　業　内　容 金　額

早い段階で！将来を見据えた公共施設などの整備に
基金積立として１億円を積立することに

松川町　本会議　会議録本会議でのより詳しい議論は公式HP、議会事務局にてご覧になれます。



質問・意見 答弁

子どもたちの憩いの場になった中庭

社会文教
常任委員会11日（月）に社会文教常任委員会を行い、委員会

　平成29年度一般会計補正予算（第2回）、国民健康保険事業特別会計補正予算（第2回）、後期高齢者
医療特別会計補正予算（第1回）、介護保険事業特別会計補正予算（第1回）については、全員賛成で当
委員会では、原案の通り認めることが妥当と決しました。

　視察先は、中央小学校中庭の改修完了、教員

住宅（中学校東、名子原）空き室の状況、生田

診療所の解体予定施設と土地の今後の活用につ

いて。双葉と上片桐保育園のエアコン設置状況

と、修繕工事の必要箇所、上片桐診療所の状況

など、今後の課題について確認を行い視察を終

了しました。

調査・研究

8

①旧東小学校体育館へ設置するスポー
ツクライミングの補助金の流れと設置
目的。また、安全の確保と責任につい
ては。

②ぬくもり福祉券について、補正予算可
決後の日程については。

③入学祝い金について支給対象者は町
内小中学校だけか、また、中途転入者
への対応は。

④生田診療所の解体について、施設の
状況は。

⑤地域自殺予防対策事業相談専用電話
工事ついて対応する職員の確保は。

⑥双葉・上片桐保育園の修繕工事につ
いてなぜ今なのかの説明を。

⑦介護保険特別会計のオレンジカフェ
の賃金増の理由と実績は。

①生東地区のスポーツクライミングクラブからの
提案に対し、町が支援をするなかで、県の地域発
元気づくり支援金で55万円を補助をうけ83万
円の予算とした。安全の確保は、マットの購入費
も含まれ、万が一の時には、公民館の補償制度も
活用できる。

②対象者などの拾い出しと、絞り込みを行い、11
月中旬に告知、12月1日からの使用を考えてい
るが、申請期間や利用期間をできるだけ長くで
きるようにと考えている。

③町内在住者が対象で、飯田養護学校など町外へ
の通学者も対象である。中途転入者は対象外で
ある。

④昭和58年開設で診療所が158㎡で医師住宅が
69㎡、更地にして今後活用を考えていく。

⑤現在、親愛の里に委託し、社会福祉士、精神保健
福祉士が対応している。

⑥エアコン設置を優先した。28年度決算で繰越金
が出たことで、計画していた修繕を行っていく。

⑦現在の登録者は20人だが、5名の増が予定され、
6月の利用者数が延べ31人だった。7、8月で80
人と増えているため、スタッフの2名体制と、送迎
の運転手の増員のための賃金増である。

調査を分担し、能率的に処理するために設置された機関です ※社会文教常任委員会とは、住民税務課・保健
　福祉課・教育委員会及び議会事務局の分野を
　担当しています。

松川町議会だより No.1372017.10.15



質問・意見 答弁

さまざまな活動拠点として期待される「みらい」

総務産業建設
常任委員会 　9月7日（木）に総務産業建設常任委員会、9月

ごとに現地調査を実施しました。

　交流センターみらいの増改築が終わり、視察

を兼ねてリニューアルオープン式典に参加しま

した。上片桐バイパス先線計画地、町谷線工事

現場、ＪＲリニアガイドウェイに関わる予定地、

老朽化した町内教員住宅４カ所、都市計画区域

内、改良工事予定地について視察をしました。

上片桐バイパス先線については、地元との話し

合いが重要です。

調査・研究

9

①防災対策費、避難場所の看板整備で
28カ所、480万円、補修と新設につい
て、どのような看板になるのか。

②消防費、非常備消防費、需要費が93
万円計上されているが、少年少女消防
クラブはどういう目的でどういう活動
をするのか。

③商工業振興費で店舗リフォーム補助
金は商工会員以外でも利用できるよ
うにすべきでは。
④公共施設整備基金1億円は、具体的
な公共施設の名称が決まっているのか。
⑤公共下水道事業特別会計、下水道料
金の滞納繰越金、146万9千円、過年
度分が66万1千円とのこと、収納に
向けての考えは。

①国で示した案内表示方式が昨年変わり外国の方
にも、避難場所とわかるよう統一された図柄を採
用し、名称、崖崩れ、土砂災害など対応する災害
を明示する表示板を検討している。

②小学校の３、４年生を中心に立ち上げていく。目
的は小学生のうちに火災予防や防災についての
学習体験をしながら命と暮らしを守る大切さを
学び、防火・防災意識の高揚に消防団と一緒に
貢献をしていく。

③町にも意見がきている。理事者としっかり検討し
ていくことになっている。商工会に入ってもらいた
いという気持ちもある。

④福祉施設が大分古くなっているので、それらを
見越したなかで、積み立てをしていく。

⑤上下水道料の徴収は一括で行っている。水道の
給水停止という方法が一番効果的で、３カ月以
上もしくは５万円以上の滞納があった場合は、
予め該当者に通知をして行う。滞納者との関係
を築いていくことが大切である。

※常任委員会制度とは、多数の議案をそれぞれ担当部門別に※総務産業建設常任委員会とは、総務課・まちづくり
　政策課・産業観光課・環境水道課・建設課・会計室
　の分野を担当しています。

松川町議会だより No.1372017.10.15

○「共謀罪法案」の撤回を求める請願　の継続審査
　講師を招き2回の学習会を行い、9月9日に委員会を再度招集して審議を行った。委員全員から意見をもらうなか、
法案は既に施行されている、学習会の結果から法は必要などの意見があり採決の結果、採択に賛成1人、反対５人
で不採択と決しましたが、法の慎重な運用を求める意見書を提出することとしました。
○「太陽光発電所への対策を講じ果物の町に相応しい緑豊かなまちづくりを求める」陳情
　継続審査として現在学習会への参加、住民意見聴取の計画など調査、研究を継続中であり再度継続審査としました。

【請願・陳情審査】

　当委員会に付託された補正予算、一般会計（第2回）、公共下水道事業（第1回）、農業集落排水事業
（第1回）、保養宿泊施設事業（第2回）、発電事業（第1回）、水道事業（第2回）は審議の結果、全員賛
成で原案通り認めることが妥当と決しました。



（
８
月
２
日　
大
鹿
村
）

（
8
月
24
日　
中
川
村
）

　
午
前
中
は
長
野
県
建
設

部
リ
ニ
ア
整
備
推
進
局
長

の
水
間
武
樹
氏
よ
り
、「
リ

議会のうごき

ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
つ
い

て
」
進
捗
状
況
や
課
題
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
町
で
も
、
残
土
問

題
や
、
ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
の

置
き
場
、
運
搬
道
な
ど
、

課
題
が
山
積
み
で
す
。
町

と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
を
は

っ
き
り
さ
せ
、
安
易
な
進

め
方
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

し
っ
か
り
と
監
視
役
を
担

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
続
い
て
、
南
信
州
振
興

局
の
局
長
の
山
本
智
章
氏

よ
り
「
南
信
州
振
興
局
の

設
置
と
役
割
」
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
地
元
県
会
議

員
、
南
信
州
振
興
局
長
を

は
じ
め
提
言
に
係
わ
る
各

部
署
の
職
員
、
南
信
州
広

域
連
合
長
、
下
伊
那
郡
町

村
議
会
議
長
会
長
を
来
賓

に
迎
え
、
分
科
会
に
て
そ

れ
ぞ
れ
の
提
言
に
つ
い
て
、

松川町議会だより

積極的に視察・研修 を重ねる積極的に視察・研修 を重ねる
改革に向けて改革に向けて提言と議会

③
リ
ニ
ア
工
事
に
伴
う
安

　
全
対
策
に
つ
い
て

④
主
要
地
方
道
「
飯
島
飯

田
線
」上
片
桐
バ
イ
パ
ス

　
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

の
４
項
目
を
提
言
し
ま
し

た
。

　　
郡
境
の
隣
接
４
町
村
が

講
演
会
で
知
識
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
４
町
村
に
係
わ

る
要
望
事
項
を
協
議
し
て
、

提
言
書
と
し
て
県
に
上
げ

て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
の
提
言
事
項
に
つ

い
て
、
県
か
ら
解
答
を
含

め
た
経
過
報
告
の
後
、
本

年
度
の
要
望
事
項
の
検
討

に
入
り
ま
し
た
。

　
松
川
町
の
提
言
に
つ
い

て
今
年
は
、
北
部
ブ
ロ
ッ

ク
と
同
様
の
４
項
目
に
つ

い
て
提
言
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
分
科
会
に
分
か
れ

て
慎
重
に
審
議
し
、
全
体

会
に
お
い
て
発
表
さ
れ
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
後
日
議
長
会
に
て
ま
と

め
ら
れ
、
県
へ
の
提
言
書

と
し
て
提
出
さ
れ
ま
す
。

　
お
互
い
の
町
村
議
会
と

交
流
す
る
な
か
で
、
新
た

な
発
想
が
見
え
る
気
が
し

ま
す
。
当
町
の
課
題
解
決

の
提
言
に
繋
い
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
下
久
堅
に
新
設
さ
れ
た

稲
場
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

を
、
燃
焼
室
や
発
電
施
設

の
中
が
見
ら
れ
る
、
燃
焼

試
験
開
始
前
に
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　
火
入
れ
式
が
８
月
９
日

に
行
わ
れ
、
可
燃
ご
み
の

受
け
入
れ
が
９
月
１
日
か

ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
な
ど
外
構

工
事
を
１１
月
に
竣
工
し
て
、

正
式
稼
働
を
１２
月
１
日
に

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
当
施
設
で
は
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
（
廃
プ
ラ
）
も
処

理
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

助
燃
剤
（
石
油
）
の
使
用

を
非
常
に
少
な
く
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

余
熱
利
用
で
発
電
を
行
い

売
電
し
ま
す
。
そ
の
た
め

１０
㎏
当
た
り
２
３
０
円

（
桐
林
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

受
入
れ
）
が
１
８
０
円
に

な
り
ま
し
た
。

環
境
と
住
民
に

や
さ
し
い
処
理
場
に
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ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が

ら
討
議
検
討
を
行
い
ま
し

た
。

　
全
体
会
で
発
表
さ
れ
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
後
日
議

長
会
に
て
ま
と
め
ら
れ
、

県
へ
の
提
言
書
と
し
て
提

出
さ
れ
ま
す
。

松
川
町
の
今
年
の
提
言
は

①
保
育
園
設
置
市
町
村
の

負
担
軽
減
に
つ
い
て

②
子
ど
も
の
居
場
所
支
援

　
事
業
の
助
成
制
度
の
充

実
に
つ
い
て

松川町では4項目について提言し、全体会において可決された

（
7
月
24
日　
飯
田
市
）

参加町村　

高
森
町
、
喬
木
村
、

豊
丘
村
、
大
鹿
村
、

松
川
町

参加町村　

飯
島
町
、
中
川
村
、

大
鹿
村
、
松
川
町

互
い
の
課
題
解
決
ヒ
ン
ト
を
求
め
て

県
へ
の
提
言

下
伊
那
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

町
村
議
会
研
修
会

中
部
伊
那
町
村
議
会

協
議
会
議
員
研
修
会



（
7
月
5
日　
東
京
）

（
7
月
25
日　
上
田
市
長
野
大
学
）

（
7
月
7
日　
松
本
市
波
田
町
）
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議
会
だ
よ
り
広
報
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
、
東
京
の
全
国

町
村
議
員
会
館
に
て
豊
田

健
一
講
師
に
よ
り
、
議
会

改
選
後
の
新
メ
ン
バ
ー
に

よ
り
編
集
し
た
議
会
だ
よ

り
、
２
０
１
７
・
４
月
発

行
の
№
１
３
５
号
を
ク
リ

ニ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
内
容
、
構
成
な
ど

非
常
に
細
か
い
と
こ
ろ
ま

で
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き

ま
し
た
。
新
た
な
メ
ン
バ

ー
で
の
モ
ニ
タ
ー
制
度
も

６
月
よ
り
始
ま
り
、
ご
意

見
を
頂
き
な
が
ら
、
よ
り

良
い
議
会
だ
よ
り
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
域
づ
く
り
工

房
代
表
理
事
の
傘
木
宏
夫

氏
に
よ
る
話
題
提
供
を
含

め
た
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し

た
。

　
大
型
の
太
陽
光
発
電
所

が
建
設
さ
れ
る
な
か
で
地

域
と
の
あ
つ
れ
き
が
問
題

化
し
て
い
る
。

　
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、

事
業
者
が
そ
の
環
境
影
響

を
事
前
に
調
べ
て
住
民
な

ど
と
の
対
話
に
役
立
て
、

よ
り
良
い
環
境
対
策
と
住

民
理
解
に
よ
り
、
ス
ム
ー

ズ
な
事
業
展
開
を
図
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
。

　
当
町
の
現
状
に
照
ら
し
、

さ
ら
な
る
研
究
・
検
討
が

必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　
第
３
回
町
村
議
会
改
革

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ

た
。
第
一
部
で
は
「
女
性

の
活
躍
」
も
含
め
て
３
町

村
の
女
性
議
員
が
「
な
り

手
不
足
」
を
中
心
に
事
例

発
表
を
行
わ
れ
た
。
住
民

と
議
員
が
一
緒
に
町
村
議

員
の
条
件
整
備
を
議
論
す

べ
き
と
い
う
必
要
性
も
提

起
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
部

で
は
、
飯
綱
町
議
会
か
ら

「
議
会
力
を
向
上
さ
せ
町

長
と
切
磋
琢
磨
す
る
議
会

へ
」
が
議
会
改
革
の
実
践

の
一
貫
し
た
テ
ー
マ
で
あ

り
、
そ
れ
に
は
「
学
ぶ
議

会
」
と
「
自
由
討
議
」
が

推
進
力
に
な
っ
て
い
る
と

強
調
。
議
会
と
し
て
政
策

立
案
・
提
言
活
動
を
重
視

し
、
町
民
に
よ
る
「
政
策

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
を
設

け
、
議
会
活
動
へ
町
民
参

加
を
広
げ
町
民
の
知
恵
も

借
り
て
政
策
作
り
を
共
同

で
進
め
て
い
る
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　
ど
ち
ら
の
課
題
も
、
町

民
の
声
を
広
く
聞
く
努
力

を
す
る
な
か
で
解
決
し
て

い
け
る
と
思
い
ま
し
た
。

議
員
の
な
り
手
不
足
は

　
無
投
票
・
欠
員
の
増
加

に
表
わ
れ
て
い
る
。

　
行
政
の
役
割
が
拡
大
し

て
い
る
の
に
、
議
会
活
動

の
内
容
変
化
に
議
員
は
つ

い
て
い
け
て
い
る
か
。
住

民
が
求
め
て
い
る
議
員
活

動
は
何
な
の
か
。
そ
れ
は

十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
の

か
を
議
論
す
る
な
か
で
、

政
治
家
・
議
員
・
地
域
の

担
い
手
ま
で
裾
野
を
広
げ

て
考
え
て
い
く
こ
と
の
重

要
性
も
提
起
さ
れ
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
求
め

る
活
動
が
で
き
る
議
員
に

な
る
こ
と
が
、
ま
ず
は
求

め
ら
れ
る
。

　
飯
綱
町
議
会
議
員
１２
人

の
方
々
が
視
察
研
修
の
一

環
と
し
て
訪
町
さ
れ
た
。

　
飯
綱
町
か
ら
は
、
松
川

町
の
政
務
活
動
費
に
つ
い

て
の
質
疑
が
あ
り
、
当
町

か
ら
は
、
飯
綱
町
の
政
策

サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
の

質
疑
が
あ
っ
た
。
飯
綱
町

議
会
は
、
上
記
の
議
会
改

革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
実

例
発
表
を
さ
れ
て
い
る
注

目
の
先
進
議
会
。
２
月
に

は
松
川
町
議
会
が
飯
綱
町

へ
視
察
研
修
を
し
た
こ
と

も
あ
り
活
発
な
意
見
交
換

と
な
っ
た
。

さ
ら
な
る
高
み
へ

長
野
県
町
村
議
会
　

　
　
　
議
員
研
修
会

松川町議会だより

積極的に視察・研修 を重ねる積極的に視察・研修 を重ねる
提言と議会提言と議会
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会場からも質問や意見続出！

深まる議論と友好

（
7
月
19
日　
松
本
市
）

飯
綱
町
議
会
と

　
交
流
懇
談
会
開
催

（
7
月
26
日　
松
川
町
役
場
）

公
開
セ
ミ
ナ
ー
へ
参
加

　
地
域
再
生
研
究
会

議
員
の
な
り
手
不
足
問
題
と

　
　
　
　
　
　
議
会
力
の
向
上



●全会一致で議決されたもの

●多数意見により議決されたもの

●請願・陳情審査

7/15 （水） 町村議会広報クリニック（東京） 

7/17 （金） 第3回町村議会改革シンポジウム

  （松本） 

7/11 （火） 議員改革推進会議　　　　　　　　　　 

7/12 （水） 社会文教委員会と結婚相談員懇談会 

7/19 （水） H29年度町村議会研修（松本） 

7/24 （月） 稲葉クリーンセンター視察 

7/26 （水） 飯綱町議会視察交流会 

 

8/12 （水） 北部ブロック町村議会議員研修会        

8/21 （月） 土地開発公社臨時理事会        

8/24 （木） 中部伊那町村議会協議会議員

  研修会        

8/29 （火） 共謀罪研修会・議会運営委員会        

9/11 （金） 議会全員協議会・議員協議会        

9/14 （月） 第3回定例会開催        

9/16 （水） 飯田建設事務所関係現地調査        

9/17 （木） 総務産業建設常任委員会

  交流センターみらいオープン  

9/19 （土） テロ等防止法の勉強会  

9/11 （月） 社会文教常任委員会  

9/20 （火） 定例会一般質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

9/22 （金） 議会全員協議会　第3回定例会最終日  

9/27 （水） 議会だより編集委員会  

国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

介護保険事業特別会計歳入歳出決算

公共下水道事業特別会計歳入歳出決算

農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

保養宿泊施設事業特別会計歳入歳出決算

青年の家特別会計歳入歳出決算

水道事業会計決算

発電事業特別会計歳入歳出決算

国民健康保険事業特別会計補正予算（第2回） 

後期高齢者医療特別会計補正予算（第1回）

介護保険事業特別会計補正予算（第2回）

公共下水道事業特別会計補正予算（第1回）

農業集落排水事業特別会計補正予算（第2回）

保養宿泊施設事業特別会計補正予算（第2回）

水道事業会計補正予算（第2回）

発電事業特別会計補正予算（第1回）

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定  

松川町福祉医療費給付金条例の一部を改訂する条例の制定

給付制奨学制度の拡充を求める請願

         

    

テロ等準備罪法の適切な運用を求める意見書の提出について

給付制奨学金制度の拡充を求める意見書

閉会中の継続審査申出書

平成29年第3回定例会議決結果

件　　　　　名

廃棄物の最終処分場について住民に寄り添った指導・判断をするよう求める
意見書の提出について           
 道路整備予算の拡充及び道路整備事業に係る補助率等の嵩上げ措置の
継続等を求める意見書の提出について

歳入 1億 5128万円 歳出 1億 4679万円

歳入12 億 9588万円 歳出 12億 5129万円

歳入 3億 3233万円 歳出 3億 8295万円

歳入 3億 8936万円 歳出 3億 8295万円

歳入 5億 2376万円 歳出 5億 685万円

歳入  753万円 歳出  3070万円

歳入  3356万円 歳出  3623万円

歳入 5億 9408万円 歳出 5億 1511万円

歳入 16億 8077万円 歳出 16億 514万円

請願・
 陳情

継続審
査申出

平成28年度
決算

平成29年度
補正予算

件　　　　　名 結果 内　　　　容

平
成
28
年
度
決
算

平
成
29
年
度
補
正
予
算

結果 内　　容

認定

可決

米
山
郁
子

佐
藤
史
人

川
瀬
八
十
治

大
蔵
　
洋

中
平
文
夫

菅
沼
一
弘

黒
澤
哲
郎

坂
本
勇
治

熊
谷
宗
明

米
山
俊
孝

島
田
弘
美

間
瀬
重
男

松
井
悦
子

一般会計歳入歳出決算   

一般会計補正予算（第2回）  

歳入72億1325万円　　歳出64億2025万円

256,405千円を追加し6,555,112千円とする

○○○○○○○○○○○○▼

○ ▼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

件　　　　　名 結果 内　　容

不採択

米
山
郁
子

佐
藤
史
人

川
瀬
八
十
治

大
蔵
　
洋

中
平
文
夫

菅
沼
一
弘

黒
澤
哲
郎

坂
本
勇
治

熊
谷
宗
明

米
山
俊
孝

島
田
弘
美

間
瀬
重
男

松
井
悦
子

提出者代表　松川町憲法九条を守る会　
平澤充人   「共謀罪法案」の撤回を求める請願 ▼▼▼▼▼▼▼▼○▼▼▼○

条  

例

意
見
書
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認定 

認定 

認定 

認定 

認定 

認定 

認定 

認定 

認定 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

承認 

承認 

採択 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

2,245千円を追加し1,749,915千円とする

92千円を追加し148,485千円とする

14,908千円を追加し1,320,552千円とする

9,313千円を追加し405,652千円とする 

6,196千円を追加し393,957千円とする  

4,053千円を追加し544,009千円とする  

収益的支出　280千円を追加し280,195千円とする   

5,319千円を追加し14,647千円とする  

特殊勤務手当の一部を削除 

出生の日から18歳に達する日以降の最初の3月31日までの医療費について

現行給付制奨学金制度を月4万円以上、毎年50万人規模に拡大

最終処分場建設について地域住民の同意を得ること他

地方創生推進に向け道路整備に必要な予算の拡充を図る他 

政府は国民の不安を払拭するため理解と周知を丁寧に行う他 

現行給付制奨学金制度を月4万円以上、毎年50万人規模に拡大

太陽光発電所への対策を講じ、果物の町に相応しい緑豊かな
まちづくりを求める陳情

松川町議会だより

○ 賛成　▼ 反対



地域や皆様のご意見・お声を

　　　　　　　ぜひお聞かせください  !!

地域や皆様のご意見・ご要望を

　　　　　　　ぜひお聞かせください  !!

地域や皆様のご意見・ご要望を

　　　　　　　ぜひお聞かせください  !!

地域や皆様のご意見・ご要望を

　　　　　　　ぜひお聞かせください  !!

名子地区　　　 名子地区公民館　 10月 21日 （土） 18時より

上大島地区　　 上大島公民館　　 10月 28日 （土） 19時より

上片桐地区　　 上片桐地区公民館　 10月 28日 （土） 19時より

女性団体連合会　 えみりあ２Ｆ学習室 10月 30日 （月） 19時より

生田地区　　　 生東地区公民館　　 11月   2日 （木） 19時より

上新井地区　　 上新井地区公民館　 11月 10日 （金） 19時より

古町地区　　　 古町地区公民館　　 11月 19日 （日） 19時より

概ね２時間を予定しています　　ご都合の良い会場にぜひご参加ください

毎月、概ね第３土曜日午後７時よりを予定していますが月により変更があり

ます。詳しくは、再放送日も含めて番組表で確認の上ぜひご覧ください。

開催日程と会場のご案内

チャンネルユー放送予定チャンネルユー放送予定

議会と語る会開催のお知らせ

皆様のご意見をお聞かせください

観光局 （ＤＭＯ） について

リニア関連について

自然エネルギー ・ 太陽光発電について

松川町議会だより13 No.1372017.10.15

　議会では住民の代表であるとの自覚を持ち、議員個人としてではなく議会全体で住

民の皆さんと向き合うことが重要であると考えています。

　同時に情報提供、説明責任も積極的に推し進めなければならないと考えています。

　議会と語る会は議員の個人的な主張を披露する場ではありません。従って年１回、地

区単位または希望する団体を対象に開催します。

広聴部会より

インフォメーションインフォメーション
In formationInformation

「議会の時間」
お知らせコーナー

「議会の時間」
お知らせコーナー



松川町議会だより 14No.1372017.10.15一般質問のより詳しい内容は公式HP、議会事務局にてご覧になれます。 松川町　本会議　会議録

1　坂本勇治議員（15ページ）
・住みよい町づくりをどう進めるか

2　中平文夫議員（16ページ）
・自主防災訓練の10年間の検証

3　熊谷宗明議員（17ページ）
・寝たきりにならないための健康寿命
延伸施策は
・来年度県へ運営移管によって国民健康
保険の保険料はどうなるのか

4　米山郁子議員（18ページ）
・人事評価制度導入後の効果について
・コミュニティバスの利用状況及び
クレーム把握について

5　松井悦子議員（19ページ）
・地上型太陽光発電所の問題点解消を
早急に

6　菅沼一弘議員（20ページ）
・今後の「人口減少」「地域消滅」の危機
に対する展望と長期的なリスクについて、
どのように管理していくか

7　佐藤史人議員（21ページ）
・コスタリカ共和国のホストタウン事業は、
町民に何をもたらすのか
・「旧松川青年の家」は公共施設として、
どれくらいの資産価値があり、どのような
活用方法があるのか

8　黒澤哲郎議員（22ページ）
・平成28年度決算において予算執行で
きなかったり遅れた事業について
・特養の入所待ちに関する課題にどう
対応する
・現在抱える行政運営の問題点は

　２９年度に当初予算編成のなかで盛り込まれなかった
５億円に近い事業がある。
　町民の皆さんにとって本当に税金が、町民のために、
使われているかという観点から見たときに、地域の人々
の支援をできる事業に使うべきではないか。

反対討論　佐藤史人議員

●平成29年度 松川町一般会計補正予算

　この法案は立憲主義、刑事司法の鉄則が侵されてい
る。国民が疑問をもち、反対の声を上げたのにもかか
わらず、強行に成立がされてしまった。憲法違反の法
律があっていいはずがない。法律の廃止を求める、請
願には賛成である。

賛成討論　松井悦子議員

●「共謀罪法案」の撤回を求める請願

　太陽光発電の減免など不可解な部分がたくさんある
ことから一般会計に関しては、反対である。

反対討論　松井悦子議員

●平成28年度 決算一般会計

　廃止が望ましいところであるが、現実問題として、既
に成立をしており運用をされるという段階に入ってきて
いる。意見書の内容は多くの国民が考えておることと合
致する。運用するのであれば慎重な運用をしてほしい、
さまざまな疑問に答えるような周知もしてほしい。

賛成討論　松井悦子議員

●テロ等準備罪の適切な運用を求める意見書
1. 政府は国民の不安を払拭するためテロ等準備
罪法の理解と周知を引き続き丁寧に行うこと

2. 警察はテロ等準備罪法を適切に運用すること

教育委員会委員 新任

平成２９年１０月から４年間

宮下智博氏（大島）

人権擁護委員 再任

平成２９年１０月から４年間

増澤　稔氏（名子）

人   事

9月定例会に出された主な討論9月定例会に出された主な討論9月定例会に出された主な討論
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笑顔あふれるまちづくりは役場から

坂本勇治 議員坂本勇治 議員

（
問
）
基
本
理
念
に
基
づ
い

た
政
策
の
進
め
方
の
具
体

例
は
。

（
町
長
）
住
ん
で
よ
か
っ
た

と
実
感
で
き
る
ま
ち
、
住

み
た
い
ま
ち
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
、
非
常

に
多
く
の
住
民
の
皆
様
と

出
会
い
を
も
っ
て
い
る
。

特
に
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

な
ど
で
雑
談
や
意
見
交
換

の
な
か
で
、
住
民
の
皆
様

の
考
え
を
お
聞
き
し
て
い

る
。

（
問
）
住
み
よ
い
町
づ
く
り

は
先
ず
役
場
職
員
の
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
だ
と

思
う
が
、
増
え
続
け
る
仕

事
量
や
、
人
間
関
係
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
仕
組
み
が
絡

み
合
っ
て
、
不
都
合
が
出

て
い
る
。
職
場
環
境
改
善

の
対
策
や
、
人
づ
く
り
の

進
捗
状
況
は
。

（
町
長
）
行
政
の
意
識
、
発

想
の
転
換
を
進
め
て
き
た
、

職
員
も
一
丸
と
な
っ
て
職

場
改
善
に
向
か
っ
て
い
る
。

（
総
務
課
長
）
平
成
１８
年

に
松
川
町
職
員
人
材
育
成

基
本
方
針
を
策
定
し
て
、

人
事
評
価
制
度
や
職
員
研

修
を
行
っ
て
い
る
。
役
場

の
な
か
で
は
、
新
人
研
修

や
、
安
全
運
転
の
講
習
、

窓
口
の
接
客
や
ク
レ
ー
ム

対
応
、
ま
た
、
県
の
研
修

セ
ン
タ
ー
へ
は
、
年
代
や

職
責
に
応
じ
た
研
修
講
座

に
派
遣
し
て
い
る
。
そ
の

な
か
で
、
コ
ー
チ
ン
グ
や
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

な
ど
の
テ
ー
マ
も
あ
り
、

昨
年
か
ら
は
ス
ト
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク
や
管
理
職
の
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
研
修
の
導

入
も
始
め
て
い
る
。

（
問
）「
労
働
者
は
法
定
労

働
時
間
（
１
日
８
時
間
１

週
４０
時
間
）
を
超
え
て
労

働
さ
せ
る
場
合
や
、
休
日

労
働
を
さ
せ
る
場
合
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
労
働
組
合
と

使
用
者
で
書
面
に
よ
る
協

定
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。 
３６
協
定
（
時
間
外
・

（
総
務
課
長
）
必
要
性
も
感

じ
て
い
る
が
、
理
事
者
と

話
が
詰
ま
っ
て
い
な
い
、

職
員
組
合
と
も
協
議
し
、

今
後
考
え
て
い
く
。

（
町
長
）
３６
協
定
は
精
査
し

て
い
な
い
の
で
答
え
ら
れ

な
い
。

（
問
）「
人
に
事つ
か

う
る
を
知

る
者
に
し
て
、
然し
か

る
後の
ち

に

以も
っ

て
人
を
使
う
べ
し
」
と

言
う
孔
子
の
言
葉
が
あ
る
、

町
長
の
人
に
使
わ
れ
た
経

験
は
。
ま
た
、
町
長
が
言

う
ま
ち
づ
く
り
の
政
策
は
、

タ
イ
ト
ル
だ
け
で
中
身
が

無
い
、
職
員
に
目
的
や
趣

旨
が
き
ち
ん
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
か
。

（
町
長
）
商
工
会
や
消
防
団

で
団
体
行
動
を
し
て
き
た
。

職
員
へ
の
対
応
は
言
葉
が

大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
し
、

情
報
の
共
有
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
現
場
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
町
長
の
考
え
る
「
現

場
」
と
は
。

（
町
長
）
庁
舎
内
は
も
ち
ろ

ん
、
住
民
の
皆
様
と
接
す

る
と
こ
ろ
す
べ
て
が
現
場

だ
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
町
長
は
全
て
を
把
握

す
る
に
は
忙
し
す
ぎ
る
、

職
員
を
信
頼
し
て
あ
ら
ゆ

る
現
場
の
情
報
と
住
民
ニ

ー
ズ
を
聞
い
て
き
て
も
ら

う
こ
と
で
、情
報
を
共
有
し
、

的
確
な
指
示
を
出
さ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
が
。

（
町
長
）
そ
う
い
う
体
制
に

努
め
て
い
る
。

（
問
）
開
業
が
１０
年
後
と
な

っ
た
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

だ
が
、
開
業
後
の
ま
ち
づ

く
り
は
。

（
町
長
）
必
ず
多
く
の
人
や
、

情
報
が
入
っ
て
く
る
、
持

続
可
能
な
松
川
ら
し
さ
を

し
っ
か
り
と
打
ち
出
し
て

い
く
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

３０
年
度
か
ら
第
6
次
総
合

計
画
の
策
定
に
入
る
、
そ

の
な
か
で
、
考
え
て
い
く
。

（
要
望
）
職
場
環
境
改
善
と

リ
ニ
ア
開
通
後
の
ま
ち
づ

く
り
は
早
急
に
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

休
日
労
働
に
関
す
る
協
定

届
）
は
順
守
さ
れ
て
い
る

か
。

（
総
務
課
長
）
公
務
員
は
義

務
が
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
労
基
法
３３
条
３
項
の

「
公
務
の
た
め
に
臨
時
の
必

要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
時
間
外
勤
務
・
休
日

勤
務
を
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
と
の
規
定
で
あ
る
が
、

残
業
に
な
っ
て
い
る
業
務

は
、
臨
時
の
業
務
な
の
か

が
問
題
で
あ
る
、
通
常
業

務
だ
と
し
た
ら
、
労
基
法

に
違
反
し
て
い
る
こ
と
に

成
る
。
早
急
な
改
善
が
必

要
だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

問答

町
民
が
望
む
住
み
よ
い
ま
ち
と
は

一
人
一
人
が
輝
く
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
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自主防災会の備えは万全か

　一家に一台、防災グッズ
防災行政無線戸別受信機の
備えは大丈夫か

（
問
）
現
在
の
防
災
訓
練
方

法
に
な
っ
て
１０
年
を
経
過

し
た
。
先
日
行
っ
た
訓
練

方
法
に
マ
ン
ネ
リ
化
傾
向

に
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
立
上
げ
訓
練
で
は

松
川
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

部
の
発
表
の
な
か
に
「
自

助
、共
助
、公
助
」
に
「
近

所
」
を
加
え
活
動
す
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
と
新
鮮

さ
を
感
じ
た
。
ま
た
訓
練

当
日
は
庁
舎
内
で
、
職
員

が
「
図
上
訓
練
」
を
行
っ

て
い
た
が
、
区
あ
る
い
は

自
治
会
と
の
連
携
方
法
が

見
え
な
い
、
連
携
な
ど
は

十
分
に
機
能
す
る
の
か
。

（
町
長
）
防
災
に
つ
い
て
は

町
長
就
任
時
、
庁
舎
内
で

の
職
員
の
履
物
を
緊
急
時

に
備
え
、
常
に
靴
を
履
く

よ
う
に
指
示
を
し
た
。
災

害
予
防
、
健
康
予
防
、
介

護
予
防
を
当
町
の
重
点
項

目
と
認
識
し
て
い
る
。

（
総
務
課
長
）
一
部
に
マ
ン

ネ
リ
化
傾
向
と
い
う
指
摘

も
あ
り
、
自
主
防
災
会
の

間
で
も
温
度
差
が
生
じ
て

い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。

「
図
上
訓
練
」
は
毎
年
行
っ

て
お
り
、
今
年
は
「
上
新

井
区
内
で
火
災
が
発
生
」

「
生
東
地
区
で
崖
崩
れ
発

生
」
を
想
定
し
て
訓
練
し

た
が
そ
れ
ぞ
れ
の
区
関
係

者
と
の
連
絡
は
し
て
い
な

い
。
今
後
は
連
携
を
含
め

て
訓
練
し
た
い
。

（
問
）
過
去
の
一
般
質
問
で

重
要
な
指
摘
が
な
さ
れ
て

い
る
。
な
か
で
も
防
災
リ

ー
ダ
ー
研
修
を
受
け
防
災

育
成
知
識
や
技
術
を
習
得

し
た
人
た
ち
を
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
認
定
す
る
こ

と
の
制
度
化
を
提
案
さ
れ

て
い
る
が
そ
の
後
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

ま
た
学
校
の
防
災
教
育
に

も
触
れ
て
い
る
、
現
在
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

（
総
務
課
長
）
防
災
リ
ー
ダ

ー
の
認
定
制
度
に
つ
い
て

は
認
識
し
て
い
な
く
て
現

在
進
ん
で
い
な
い
状
況
。

（
教
育
長
）
自
分
自
身
で
防

災
マ
ッ
プ
を
作
り
、
登
下

校
時
に
配
慮
し
て
い
る
。

中
学
生
に
は
、
も
し
避
難

場
所
に
入
っ
た
時
は
運
営

を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う

に
お
願
い
し
て
い
る
。

（
問
）
防
災
グ
ッ
ズ
も
い
ろ

い
ろ
備
え
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
は
避
難
建
物
の
収
容

人
員
の
記
載
が
な
い
、
第

一
次
避
難
場
所
、（
例
え

ば
自
治
会
会
所
）
の
記
載

も
な
い
。
は
た
し
て
十
分

な
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い

る
か
、
あ
る
い
は
「
防
災

行
政
無
線
戸
別
受
信
機
」

の
配
布
が
な
さ
れ
た
が
そ

の
後
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て

い
る
か
告
知
も
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

（
総
務
課
長
）
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
つ
い
て
は
指
摘
の

通
り
で
あ
り
改
正
の
際
に

必
要
な
情
報
を
入
れ
る
よ

う
に
す
る
。
受
信
機
に
つ

い
て
は
８０
％
の
普
及
率
と

な
っ
て
お
り
現
在
も
継
続

し
て
配
布
し
て
い
る
。
今

後
も
転
入
時
に
も
お
知
ら

せ
し
配
布
し
て
い
く
。

（
意
見
）
防
災
訓
練
に
対
す

る
意
識
の
低
さ
を
感
じ
、

同
時
に
過
去
の
答
弁
に
対

し
て
も
把
握
し
て
い
な
い

状
況
で
は
、
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
司
令
塔
と
し

て
機
能
す
る
か
疑
問
が
残

る
。
各
自
主
防
災
会
の
取

り
組
み
に
も
温
度
差
が
生

じ
て
い
る
が
、
行
政
と
し

て
も
必
要
性
は
十
分
理
解

し
て
い
る
。
お
互
い
に
手

を
携
え
て
防
災
に
備
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
防
災

グ
ッ
ズ
に
つ
い
て
も
用
意

さ
れ
て
い
る
が
、
現
状
で

は
機
能
し
な
い
。
実
践
に

備
え
た
訓
練
の
必
要
性
を

痛
感
す
る
。た
だ
単
に「
訓

練
を
し
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
」。
先
日
、
地
震
予
知

連
絡
協
議
会
で
も
「
地
震

の
予
知
は
不
可
能
」
と
結

論
付
け
し
た「
予
知
前
提
」

の
訓
練
は
無
意
味
と
な
り

「
町
民
の
人
命
、
財
産
を

守
る
」
に
は
抜
本
的
に
訓

練
の
見
直
し
が
急
務
と
考

え
る
。

問答

自
主
防
災
訓
練
10
年
間
の
検
証
は

災
害
時
に
は
安
否
確
認
を
確
実
に
行
う
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カフェで人気のノルディックウォーキング

インターバル速歩で筋力アップ
（名子原体育館）

（
問
）
長
野
県
は
男
女
と
も

平
均
寿
命
は
ト
ッ
プ
だ
が
、

日
常
的
に
医
療
や
介
護
に

依
存
し
な
い
で
生
活
で
き

る
健
康
寿
命
は
７０
歳
で
、

そ
の
差
は
１０
歳
で
あ
る
。

高
齢
に
な
っ
て
も
生
き
活

き
と
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

よ
う
、
健
康
長
寿
社
会
を

実
現
す
る
こ
と
が
最
大
の

課
題
と
考
え
る
が
。

（
町
長
）
１
０
０
歳
を
迎

え
ら
れ
た
方
を
毎
年
訪
問

し
て
感
じ
る
こ
と
は
、
笑

顔
と
感
謝
の
気
持
ち
、
小

さ
な
こ
と
に
く
よ
く
よ
し

て
い
な
い
。「
う
ん
、
何

で
も
食
べ
る
に
、
わ
し
ゃ

幸
せ
な
」
そ
う
い
う
気
持

ち
が
大
切
な
ん
だ
と
勉
強

さ
せ
ら
れ
る
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
町
内
に

３２
の
サ
ロ
ン
が
あ
り
、
高

齢
者
の
方
だ
け
で
な
く
、

障
が
い
を
お
も
ち
の
方
、

子
育
て
中
の
親
な
ど
閉
じ

こ
も
り
や
孤
立
し
が
ち
な

人
た
ち
が
集
っ
て
、
仲
間

づ
く
り
が
で
き
る
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。

（
問
）
要
支
援
、
要
介
護
の

原
因
で
最
も
多
い
の
が
運

動
機
能
の
障
が
い
で
あ
る
。

　
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
に
は
、
や
は

り
体
を
動
か
し
、
骨
や
筋

肉
を
鍛
え
る
こ
と
が
一
番
。

町
や
社
協
で
取
り
組
ん
で

い
る
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
や
体
操
教
室
、

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
な
ど

を
公
民
館
の
ス
ポ
ー
ツ
推

進
事
業
と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

す
る
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
拠
点
）
は
、
県

に
お
い
て
４８
市
町
村
６８
ク

ラ
ブ
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

元
気
な
高
齢
者
を
増
や
し

活
力
あ
る
町
を
つ
く
る
た

め
の
重
要
な
施
策
と
考
え

る
が
。

（
生
涯
学
習
課
長
）
高
齢
者

や
、
日
頃
ス
ポ
ー
ツ
を
さ

れ
な
い
皆
様
に
対
し
て
の

支
援
と
し
て
総
合
型
を
検

討
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
。

連
携
の
延
長
線
上
で
必
要

性
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い

く
。

（
問
）
健
康
集
会
で
は
地
域

の
学
習
会
が
減
っ
て
き
て

い
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

健
康
づ
く
り
機
運
の
醸
成

を
ど
う
図
っ
て
い
く
の
か
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
住
民
の

皆
さ
ん
へ
は
、
き
ち
ん
と
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
健
康
に

対
す
る
意
識
が
芽
生
え
る

よ
う
支
援
を
し
て
い
く
。

せ
、
自
発
的
に
み
ん
な
と

一
緒
に
取
り
組
め
る
ス
ポ

ー
ツ
振
興
は
で
き
な
い
か
。

（
生
涯
学
習
課
長
）
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
タ
ウ
ン
ま
つ
か
わ

の
里
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
連
携

に
よ
っ
て
新
た
な
芽
吹
き

を
模
索
し
て
い
る
。

（
問
）
文
科
省
が
打
ち
出
し

た
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
（
主
体
的
に
運
営

進
め
て
い
く
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
順
位
に

と
ら
わ
れ
ず
、
大
切
な
こ

と
か
ら
確
実
に
進
め
て
い

け
れ
ば
、
最
終
的
に
は
町

民
の
健
康
に
つ
な
が
っ
て

い
く
と
思
う
。

（
問
）
平
成
２８
年
国
民
健
康

保
険
保
険
者
努
力
支
援
制

度
の
評
価
に
お
い
て
、
長

野
県
で
１
位
、
全
国
で
８

位
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と

を
ど
う
捉
え
前
へ
進
め
て

い
く
か
。

（
町
長
）
大
変
感
謝
し
て
い

る
。
今
度
は
維
持
し
て
い

く
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

も
か
か
っ
て
く
る
が
、
し

っ
か
り
と
見
極
め
な
が
ら

問答

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
健
康
寿
命
延
伸
策
は

生
き
活
き
と
元
気
に
暮
ら
せ
る
活
動
を
展
開

問答

県
下
一
位
、保
険
者
努
力
支
援
評
価
の
今
後
は

重
荷
に
な
ら
な
い
よ
う
進
め
て
い
く
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人事評価制度導入について地方公共団体が抱える課題点

米山郁子 議員米山郁子 議員

（
問
）
松
川
町
で
は
地
方
自

治
体
の
な
か
で
も
人
事
評

価
の
取
り
組
み
を
早
く
導

入
さ
れ
平
成
１８
年
度
昇
任

試
験
制
度
を
導
入
し
人
事

評
価
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
。
総
務
省
の
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
人
事
評
価

制
度
導
入
に
つ
い
て
で
は

松
川
町
が
小
規
模
団
体
に

お
け
る
人
事
評
価
の
実
施

例
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
全
国
の
自
治
体
の
見

本
と
な
る
べ
き
状
況
に
お

い
て
人
事
評
価
制
度
導
入

後
１０
年
を
経
過
さ
れ
ど
の

よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
、

現
状
の
問
題
点
は
。

（
町
長
）
こ
う
し
た
人
事
評

価
制
度
と
い
う
の
は
、
今

の
時
代
の
な
か
に
あ
っ
て

必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
そ
の
運
用
に

当
っ
て
は
、
や
は
り
人
が

人
を
評
価
す
る
こ
と
は
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
、
課
題
も
、

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。

　
総
務
省
を
中
心
に
学
者

の
先
生
方
が
作
っ
て
く
る

こ
と
で
現
実
・
実
際
と
い

う
面
に
な
る
と
難
し
い
面

も
あ
る
。
ま
た
、
人
事
評

価
制
度
が
公
平
公
正
に
行

わ
れ
る
な
か
で
、
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
よ
う
な
こ

と
が
一
番
の
目
的
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

（
総
務
課
長
）
一
つ
目
は
職

員
の
士
気
の
向
上
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
職
員
が
増
え

て
き
た
、
二
つ
目
は
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上

し
た
と
い
う
こ
と
で
、
年

４
回
の
面
談
を
行
っ
て
い

る
。
職
員
の
業
務
内
容
を

把
握
で
き
、
上
司
が
部
下

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き

る
。
そ
れ
か
ら
個
人
の
目

標
と
総
合
計
画
、
組
織
目

標
と
の
連
携
が
図
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
見
ら

れ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

や
人
材
育
成
推
進
委
員
会

の
考
察
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
意
見
と
し
て
、
制
度
そ

の
も
の
を
反
対
し
て
い
る

人
も
い
ま
だ
に
い
る
。
評

価
者
と
し
て
の
上
司
の
問

題
も
あ
る
、
公
平
な
評
価

が
で
き
て
い
る
か
な
ど
の

不
安
を
含
ん
で
お
り
、
そ

の
上
司
の
問
題
と
制
度
の

不
備
の
指
摘
が
今
の
と
こ

ろ
出
て
い
る
。

　
効
果
と
し
て
は
人
材
育

成
と
し
て
の
ツ
ー
ル
と
し

て
は
期
待
が
持
て
る
。
人

材
育
成
推
進
委
員
会
で
は

１０
年
経
過
し
見
直
し
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

（
問
）
人
事
評
価
の
ね
ら
い

に
は
、
高
い
能
力
を
も
っ

た
公
務
員
の
育
成
と
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
土
台

を
つ
く
る
た
め
で
あ
る
。

人
事
評
価
の
行
き
着
く
と

こ
ろ
を
踏
ま
え
た
上
で
の

人
事
評
価
を
さ
れ
て
い
る

の
か
。

（
総
務
課
長
）
人
事
評
価
の

な
か
で
一
番
は
人
材
育
成

で
あ
る
。
力
を
出
し
切
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
、
な
か

な
か
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
的

に
じ
ょ
う
ず
に
行
か
な
い

人
た
ち
を
ど
う
に
か
し
て

上
に
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な

仕
組
み
づ
く
り
を
模
索
し

て
い
る
。
で
き
な
い
と
こ

ろ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
カ

バ
ー
す
る
か
は
９
月
か
ら

１０
月
に
か
け
て
、
中
間
面

談
と
い
う
面
談
を
し
て
お

り
、
今
年
度
の
目
標
に
掲

げ
た
事
業
が
進
ん
で
な
い

場
合
は
そ
の
進
捗
状
況
を

確
認
し
て
ど
う
い
う
点
に

問
題
が
あ
り
、
ど
う
し
て

進
ま
な
い
か
見
直
し
を
か

け
て
い
る
。
自
分
の
部
下

の
職
員
が
ど
う
い
う
こ
と

で
悩
ん
で
い
る
か
、
ど
の

よ
う
な
と
こ
ろ
に
つ
ま
づ

き
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と

も
把
握
し
な
が
ら
道
具
と

し
て
人
事
評
価
を
活
用
し

て
い
き
た
い
。

問答

人
事
評
価
制
度
導
入
後
の
効
果
は

人
事
評
価
は
士
気
の
向
上
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
、面
談
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
有
効
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黒光りの発電施設

推進の結果が大きな問題に（山梨県北斗市）

松井悦子 議員松井悦子 議員

（
問
）
町
長
は
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
を
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
事
業
者
が
大

き
な
利
益
を
上
げ
て
い
る

反
面
、
全
世
帯
が
「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
促

進
賦
課
金
」
を
課
せ
ら
れ

犠
牲
を
払
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
農
村
の
風
景
に

は
馴
染
ま
な
い
環
境
へ
の

負
荷
も
深
刻
だ
。

（
町
長
）
町
で
は
、
太
陽
光

発
電
設
備
の
促
進
を
図
っ

て
き
た
。

　
し
か
し
、
周
辺
住
民
の

光
害
や
温
度
上
昇
、
景
観

面
な
ど
へ
の
不
安
や
戸
惑

い
の
声
が
あ
る
こ
と
も
、

承
知
し
て
い
る
。

　
平
成
２８
年
の
４
月
か
ら
、

事
業
者
向
け
に
お
願
い
文

書
と
冊
子
を
配
布
し
て
い

る
。

（
問
）
お
願
い
文
書
で
は
効

力
が
無
い
こ
と
が
、
は
っ

き
り
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　
松
川
町
の
豊
か
な
緑
を

守
り
た
い
と
い
う
町
民
の

声
は
大
変
大
き
い
も
の
が

あ
る
。

　
こ
の
町
民
の
声
に
ど
う

応
え
る
の
か
。

（
町
長
）
役
場
内
に
検
討
委

員
会
を
つ
く
り
検
討
し
て

い
る
。

　
何
ら
か
の
ル
ー
ル
づ
く

り
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
が
、
規
制
を
す
る
の
は

難
し
い
と
の
声
も
あ
る
。

（
建
設
課
長
）
自
分
た
ち
の

町
は
自
分
た
ち
で
守
る
と

　
ぜ
ひ
、
見
習
っ
て
ほ
し

い
。

（
問
）
他
の
業
種
の
事
業
者

は
、
既
定
の
固
定
資
産
税

を
納
め
て
い
る
の
に
、
な

ぜ
太
陽
光
発
電
用
地
だ
け

が
、
農
地
並
み
課
税
で
大

幅
な
軽
減
を
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　
公
平
な
課
税
と
す
る
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

（
住
民
税
務
課
長
）
不
均
一

課
税
で
は
な
く
、
固
定
資

産
評
価
基
準
に
基
づ
い
て

課
税
し
て
い
る
。

（
町
長
）
課
税
方
法
を
監
査

委
員
か
ら
も
指
摘
が
あ
っ

た
。

　
県
へ
も
出
向
き
聞
い
た

が
、
不
適
切
だ
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　
ま
た
弁
護
士
に
も
問
い

合
わ
せ
た
が
、
や
は
り
適

当
で
な
い
と
の
結
論
だ
。

　
平
成
３０
年
度
か
ら
の
評

価
替
え
に
合
わ
せ
て
、
変

更
す
る
よ
う
検
討
を
し
て

い
く
。

い
う
観
点
か
ら
、
景
観
行

政
団
体
に
移
行
し
て
い
く
。

　
景
観
行
政
団
体
は
県
下

２１
市
町
村
あ
る
。

　
準
備
期
間
が
必
要
な
の

で
、
１
年
か
２
年
後
と
な

る
。

（
要
望
）
太
陽
光
発
電
の
ル

ー
ル
づ
く
り
は
、
条
例
が

一
番
効
力
が
あ
る
。

　
単
な
る
ル
ー
ル
で
は
、

価
値
が
な
い
。

　
県
に
も
条
例
の
モ
デ
ル

案
が
あ
る
し
、
昨
年
６
月

に
豊
丘
村
で
は
条
例
を
つ

く
っ
た
。

　
そ
れ
に
は
、「
高
齢
者

の
資
産
運
用
と
し
て
の
農

地
転
用
は
好
ま
し
く
な
い
、

優
良
農
地
の
保
全
が
優
先

さ
れ
る
」
と
な
っ
て
い
る
。

　「
用
地
の
周
囲
か
ら
５０

メ
ー
ト
ル
に
入
る
地
主
全

て
の
承
諾
を
得
る
」

　「
建
設
を
行
わ
な
い
区

域
を
設
け
る
」

　「
２０
年
後
、
施
設
が
不

要
に
な
っ
た
時
、
適
正
処

理
が
で
き
る
か
確
約
を
求

め
る
」
な
ど
と
あ
る
。

問答

太
陽
光
発
電
所
の
問
題
点
解
消
を
、早
急
に
！

役
場
内
検
討
委
員
会
で
、考
え
る
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菅沼一弘 議員菅沼一弘 議員

交流人口増に貢献する「みらい」

男女別5歳階級別人口 
（平成27年度）

資料：毎月人口異動調査

（
問
）
人
口
減
少
」「
地
方

消
滅
」
の
危
機
に
対
す
る
、

展
望
と
長
期
的
な
リ
ス
ク

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
管

理
し
て
い
く
か
町
の
理
想

は
こ
う
だ
と
い
う
風
な
将

来
像
を
も
つ
、
そ
の
た
め

に
は
、
足
元
を
知
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
ま
た
、
現

状
を
知
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。

　
人
口
減
少
と
い
う
の
は

非
常
に
深
刻
な
状
況
で
、

Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
希

望
者
は
そ
う
い
っ
た
方
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で

す
が
、
全
国
的
な
傾
向
で

は
あ
り
ま
す
が
帰
っ
て
く

る
と
き
に
ま
ず
職
の
心
配

を
彼
ら
は
す
る
こ
と
が
多

い
よ
う
だ
。

（
町
長
）
人
口
減
少
時
代
を

ど
う
捉
え
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
で
、
人
口
問
題
に

つ
い
て
は
、
出
会
い
結
婚

出
産
、
子
育
て
仕
事
と
住

ま
い
、
こ
の
六
つ
の
項
目

に
わ
た
っ
て
力
を
入
れ
て

い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
う
し
た
な
か
で
　
今
、

仕
事
の
こ
と
と
な
る
と
特

に
即
は
な
い
。
人
口
動
態

の
現
在
は
さ
ま
ざ
ま
な
デ

ー
タ
、
地
域
の
消
滅
と
い

う
、
非
常
に
シ
ョ
キ
ン
グ

な
言
葉
も
叫
ば
れ
る
な
か

で
、
人
口
減
少
時
代
の
な

か
、
松
川
町
の
人
口
動
態

に
は
目
を
配
ら
せ
て
お
り

ま
す
。
現
状
と
い
う
の
は

非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ

る
と
い
う
認
識
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

（
問
）
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
問
題
に
つ
い
て
。

本
町
は
過
疎
地
域
で
あ
り

ま
す
だ
け
に
、
他
の
類
似

町
村
と
同
様
に
若
者
が
流

出
し
て
高
齢
者
が
多
く
な

り
、
結
果
と
し
て
活
力
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
何
と

か
し
て
活
性
化
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
つ
つ

も
、
何
ら
の
施
策
も
打
ち

出
せ
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
無
為
無
策
に
過
ご
し

て
い
て
は
衰
退
に
衰
退
を

重
ね
、
町
自
体
が
消
滅
し

て
し
ま
う
こ
と
を
憂
う
る

も
の
で
あ
る
。
平
成
３
年

度
に
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
意
欲
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
し
て
自
治
大

臣
か
ら
表
彰
さ
れ
た
町
村

の
事
例
を
見
ま
す
と
地
域

の
資
源
に
関
係
し
た
も
の
、

施
設
づ
く
り
、
人
づ
く
り

の
三
点
が
活
性
化
の
カ
ギ

に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
と
考
え
る
。

（
産
業
観
光
課
長
）
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
の
状
況
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
第
２
回

開
催
し
町
内
企
業
の
皆
さ

ん
１５
社
が
出
展
し
た
。
昨

年
は
５９
名
、
今
年
度
５
名

で
本
年
度
は
非
常
に
少
な

か
っ
た
状
況
で
あ
る
。
飯

伊
地
区
で
は
６４
社
が
参
し

た
人
数
は
５０
名
と
大
勢
の

参
加
で
就
職
面
接
会
の
開

催
が
で
き
た
と
の
こ
と
。

Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
の

方
の
農
地
の
対
策
や
相
談
、

技
術
指
導
、
今
後
は
遊
休

農
地
の
活
用
に
つ
い
て
も

指
導
し
て
い
く
。

（
副
町
長
）
町
づ
く
り
の
関

係
で
山
形
県
西
川
町
と
北

海
道
標
津
町
の
事
例
な
ど

出
さ
れ
て
い
て
こ
の
自
治

体
で
は
確
か
に
先
進
的
な

自
治
体
で
す
。
私
ど
も
総

合
計
画
を
作
る
場
合
は
住

民
の
公
募
に
よ
り
ま
ち
づ

く
り
の
参
加
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

　
ま
た
、
中
山
間
地
の
複

合
経
営
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
中
山
間
地
の
人
に
お

い
て
は
農
業
だ
け
で
は
生

活
が
大
変
か
と
思
い
ま
す
。

　
農
業
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

を
考
え
な
が
ら
推
進
し
な

い
と
こ
れ
は
大
変
だ
と
お

も
っ
て
い
ま
す
。

問答

今
後
の「
人
口
減
少
」「
地
方
消
滅
」の
危
機
に
対
す
る
展
望
は

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、持
続
性
を
ど
う
高
め
る
か
が
課
題
だ
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看板の方向は、そのまま、
事業の方向は？？？

佐藤史人 議員佐藤史人 議員

（
問
）
コ
ス
タ
リ
カ
共
和
国

と
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業

と
は
。

（
町
長
）
文
化
・
教
育
・
平

和
・
農
業
・
ス
ポ
ー
ツ
と

い
う
点
で
交
流
で
き
る
と

い
う
思
い
を
も
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
、「
先
進
国
と
は

何
か
」
と
い
う
答
え
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

（
問
）
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
に

は
、
選
手
団
は
来
日
す
る

の
か
。

（
教
育
長
）
前
回
リ
オ
で
は

１０
名
の
選
手
団
。
事
前
合

宿
な
ど
含
め
す
べ
て
未
定

で
あ
る
。
受
け
入
れ
を
意

思
表
示
し
て
い
る
他
都
市

も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

（
問
）
正
式
な
事
業
の
覚
書

は
締
結
さ
れ
た
の
か
。

（
教
育
長
）
覚
書
と
い
う
固

い
話
で
は
な
く
、
ど
の
よ

う
な
事
業
を
町
と
し
て
展

開
さ
せ
て
い
く
の
か
と
話

し
合
い
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。

（
問
）
２
０
２
０
年
の
東
京

大
会
に
向
け
、
町
が
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
と
な
り
、
町
民

と
一
体
と
な
っ
て
コ
ス
タ

リ
カ
の
選
手
や
関
係
者
、

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ア
ン
と
の
交
流
を
行

い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
地

域
の
活
性
化
、
観
光
振
興

な
ど
の
推
進
を
図
る
の
が

役
割
だ
と
思
う
。
選
手
に

と
っ
て
一
番
求
め
て
い
る

の
は
、
交
流
や
観
光
で
は

な
く
、
競
技
が
し
っ
か
り

で
き
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

作
り
を
支
援
し
て
く
れ
る

こ
と
だ
と
聞
く
。
町
と
し

て
そ
れ
が
で
き
る
の
か
。

（
教
育
長
）
事
前
合
宿
な
ど
、

難
し
い
こ
と
は
、
大
使
も

認
識
さ
れ
て
い
る
。

（
問
）
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業

は
凍
結
し
て
今
ま
で
通
り

の
人
的
文
化
的
に
交
流
を

進
め
た
方
が
い
い
の
で
は

な
い
か
。

（
教
育
長
）
東
京
大
会
推
進

本
部
で
は
、町
と
コ
ス
タ
リ

カ
の
交
流
の
中
核
で
あ
る

草
の
根
技
術
協
力
事
業
に

注
目
し
て
い
る
。生
活
改
善

に
学
び
合
う
地
域
創
生
と

い
う
視
点
に
立
っ
た
時
に
、

私
た
ち
の
町
の
取
り
組
み

を
コ
ス
タ
リ
カ
の
皆
さ
ん

が
学
ぶ
、そ
れ
か
ら
、そ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
私
た
ち

が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。

根
底
に
あ
る
非
常
に
密
度

の
濃
い
交
流
を
中
心
に
、全

力
を
尽
く
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

時
点
で
調
査
が
必
要
で
は

な
か
っ
た
の
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

旧
青
年
の
家
を
利
活
用
す

る
に
は
、
こ
の
施
設
を
活

用
す
る
個
別
計
画
を
立
て

記
載
し
な
け
れ
ば
、
国
の

事
業
債
を
申
請
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

（
問
）
こ
の
施
設
が
何
ら
か

の
改
修
を
し
て
使
え
る
の

か
。
そ
れ
と
も
使
え
な
い

の
か
。
そ
う
い
っ
た
議
論

は
な
か
っ
た
の
か
。

（
教
育
長
）
耐
震
診
断
は
県

の
事
業
で
実
施
し
た
。
使

え
る
か
使
え
な
い
か
と
い

う
こ
と
よ
り
も
、
ど
う
い

う
形
で
使
う
と
い
う
き
ち

ん
と
し
た
計
画
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

（
問
）
町
が
本
当
に
旧
青
年

の
家
を
利
活
用
で
使
う
と

し
た
ら
何
で
こ
ん
な
に
検

討
に
時
間
が
か
か
っ
て
い

る
の
か
。

（
町
長
）
県
の
予
算
補
助
の

関
係
も
あ
る
。
観
光
局
を

準
備
し
て
い
く
な
か
で
拠

点
を
ど
こ
に
置
く
か
と
い

う
点
も
含
め
大
き
く
係
わ

っ
て
く
る
施
設
だ
け
に
ま

だ
決
定
に
至
っ
て
い
な
い
。

（
問
）
今
年
の
３
月
に
長
野

県
か
ら
松
川
町
に
移
管
さ

れ
た
が
閉
所
式
な
ど
は
行

わ
れ
た
の
か
。

（
教
育
長
）
県
が
主
体
の
式

は
行
わ
ず
、
関
係
団
体
の

方
々
と
行
っ
た
。

（
問
）
今
ま
で
ご
利
用
さ
れ

た
方
々
へ
は
、
ど
う
い
う

形
で
お
知
ら
せ
し
た
の
か
。

（
生
涯
学
習
課
長
）
松
川
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
さ
れ
た

方
々
に
呼
び
か
け
２
日
間

の
お
別
れ
の
会
を
行
い
８０

人
を
超
え
る
参
加
者
。
宿

泊
を
除
き
利
用
可
能
で
あ

る
旨
を
Ｄ
Ｍ
や
広
報
誌
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
伝
え
た
。

（
問
）
旧
青
年
の
家
が
「
松

川
町
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
書
」
に
記
載
が
な

い
の
は
。

（
副
町
長
）
調
査
時
点
で
は

町
の
資
産
で
は
な
か
っ
た
。

（
問
）
町
の
資
産
に
な
っ
た

問答

町
民
に
と
っ
て
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
は

人
的
文
化
的
な
交
流
を
深
め
て
い
く

問答

「
旧
松
川
青
年
の
家
」は
ど
う
な
る
の
か

「
こ
れ
で
い
こ
う
よ
」ま
で
至
っ
て
い
な
い
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黒澤哲郎 議員黒澤哲郎 議員

24年

25年

26年

27年

28年

計

3人
10人
1人
10人
5人
29人

2人
4人
1人
6人
1人
14人

入所辞退者数

死亡による
新規入所者

松川荘
年度

納涼祭

（
問
）
行
政
の
決
算
は
単
な

る
数
値
的
な
収
支
報
告
で

は
な
い
。
事
業
計
画
が
組

ま
れ
予
算
を
計
上
し
、
執

行
す
る
。
こ
の
一
年
間
は

計
画
通
り
で
き
た
か
、
で

き
な
か
っ
た
の
か
き
ち
ん

と
総
括
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
今
回
の
決

算
で
は
監
査
委
員
か
ら
今

ま
で
に
な
い
厳
し
い
指
摘

を
い
た
だ
い
た
。
数
値
指

標
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト

と
、
で
き
た
事
業
だ
け
の

公
表
に
終
わ
っ
て
い
る
。

町
長
の
総
括
は
。

（
町
長
）
町
長
と
し
て
は
ど

う
し
て
も
全
体
像
で
し
か

見
て
い
か
れ
ま
せ
ん
。
各

課
で
は
事
業
に
対
し
て
の

進
捗
状
況
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
で

行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

を
総
合
し
て
全
体
像
の
な

か
で
、
私
が
事
業
の
進
捗

が
図
れ
た
分
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
皆
様
方
に
申
し

上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
意
見
）
２８
年
度
で
は
目
玉

事
業
、
新
規
事
業
と
謳
っ

て
お
き
な
が
ら
で
き
な
か

っ
た
事
業
や
未
完
成
な
事

業
が
あ
り
予
算
に
対
し
て

も
８
千
万
円
と
か
１
億
円

と
か
の
不
用
額
を
出
し
て

い
る
も
の
が
あ
る
。
行
政

は
き
ち
ん
と
そ
の
過
程
と

総
括
を
公
表
す
る
責
務
が

あ
る
。

（
問
）
前
回
の
質
問
で
特
養

の
あ
り
方
検
討
が
進
ん
で

い
な
い
と
質
し
た
。
入
所

待
ち
５
年
間
を
見
る
と
３０

〜
４０
人
、
死
亡
に
よ
り
入

所
希
望
を
取
り
下
げ
た
数

を
調
べ
て
み
る
と
こ
の
５

年
間
で
２９
人
で
あ
っ
た
。

町
の
高
齢
化
率
は
３３
％
。

入
所
の
可
能
性
の
高
い
高

齢
者
の
独
居
の
方
が
５
０

０
人
以
上
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

町
長
は
民
間
と
の
バ
ラ
ン

ス
と
言
っ
て
き
た
が
民
間

施
設
が
多
数
開
設
さ
れ
て

も
い
っ
こ
う
に
待
機
者
は

減
少
し
て
き
て
い
な
い
。

こ
の
現
状
で
も
こ
の
問
題

を
放
置
し
て
お
く
の
か
。

そ
れ
で
は
町
長
の
言
う
安

心
安
全
の
町
づ
く
り
の
先

送
り
で
は
な
い
か
。

　
入
所
を
待
ち
続
け
、
い

つ
に
な
っ
た
ら
入
れ
る
の

か
と
思
い
つ
つ
亡
く
な
っ

て
逝
か
れ
た
方
や
家
族
の

思
い
を
町
長
は
ど
う
捉
え

る
の
か
。

（
町
長
）
特
養
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
あ
り
方
検
討
委

員
会
で
お
お
む
ね
１０
年
以

内
を
め
ど
に
と
言
う
報
告

を
受
け
た
。
既
に
４
年
が

経
過
し
た
。
後
６
年
と
い

う
こ
と
だ
が
早
急
に
取
り

組
み
た
い
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
地
域
密

着
型
の
特
養
の
建
設
は
喫

緊
の
課
題
だ
と
認
識
し
て

い
る
。
現
在
、連
絡
協
議
会
、

社
協
、
行
政
と
三
者
で
検

討
を
進
め
て
い
る
。

（
意
見
）
あ
と
６
年
で
ま
た

何
人
の
方
々
が
亡
く
な
ら

れ
る
の
か
。
町
長
の
決
断

で
し
っ
か
り
進
め
る
べ
き
。

（
問
）
前
回
に
続
き
「
現
在

抱
え
る
行
政
運
営
の
問
題

点
は
」
で
あ
る
。
総
括
の

課
長
答
弁
で
怠
慢
で
申
し

訳
な
い
と
謝
罪
が
あ
っ
た

が
、
管
理
者
で
あ
る
町
長

は
管
理
が
で
き
て
い
な
い

の
で
は
。
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
ら
、
や
れ
や
れ
だ

け
で
な
く
ア
プ
ロ
ー
チ
の

方
法
を
変
え
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
べ
き
だ
。
指
示
だ
け

で
う
ま
く
い
け
ば
苦
労
は

な
い
。
役
場
の
現
状
は
職

員
採
用
試
験
の
応
募
者
数

の
少
な
さ
、
人
気
の
な
さ
が

物
語
っ
て
い
る
と
思
う
が
。

（
町
長
）
一
刻
も
早
い
働
き

方
改
革
が
必
要
と
思
っ
て

い
る
。

問答

年
度
毎
の
事
業
総
括
が
で
き
て
い
な
い
の
で
は
？

し
っ
か
り
ご
意
見
と
し
て
伺
っ
て
い
く

問答

な
ぜ
改
善
さ
れ
な
い
行
政
運
営

検
討
は
し
て
い
る
が
進
ま
な
い

問答

特
養
い
つ
に
な
っ
た
ら
入
れ
る
？

早
急
に
取
り
組
み
た
い
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表
紙・見
出
し・写
真

●
〝
え
が
お
〞
と
い
う
テ

ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
明
る

い
写
真
で
、
と
て
も
良
い

印
象
で
す
。
ペ
ー
ジ
を
開

い
て
み
た
い
と
思
わ
せ
て

く
れ
ま
す
。
特
集
の
見
出

し
「
あ
な
た
の
子
ど
も
は

大
丈
夫
？
」
は
イ
ン
パ
ク

ト
が
あ
り
読
み
手
を
引
き

付
け
ま
す
。

●
時
季
的
に
松
川
町
ら
し

く
適
当
な
テ
ー
マ
だ
が
、

メ
イ
ン
は
観
光
客
よ
り
接

客
や
農
作
業
を
す
る
町
内

さ
く
ら
ん
ぼ
農
園
の
方
の

笑
顔
の
方
が
親
近
感
が
湧

く
と
思
う
。

●
写
真
の
中
に
後
年
消
失

す
る
物
が
写
り
こ
ん
で
い

る
と
歴
史
的
な
資
料
に
な

る
。
一
句
が
さ
り
げ
な
く

載
っ
て
い
て
無
味
な
公
表

に
な
い
編
集
で
す
。
素
敵

な
本
と
感
じ
る
人
も
い
る

で
し
ょ
う
。
大
見
出
し
、

小
見
出
し
と
も
内
容
を
補

完
し
た
り
、
説
明
し
た
り

的
確
に
ま
と
め
て
あ
る
。
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「
早
く
も
補
正
予
算
　
問

わ
れ
る
計
画
性
」
は
二
元

代
表
制
の
面
目
躍
如
で
す
。

●
典
型
的
な
胴
切
り
の
レ

イ
ア
ウ
ト
で
新
聞
な
ど
を

参
考
に
し
て
更
な
る
改
善

を
期
待
し
た
い
。

●
情
報
量
が
多
す
ぎ
て
、

ど
の
記
事
も
内
容
が
薄
い
、

段
数
が
６
段
で
と
て
も
読

み
に
く
い
、
町
民
は
本
当

に
き
ち
ん
と
読
ん
で
い
る

の
だ
ろ
う
か
？
高
齢
者
が

多
い
時
代
、
冊
子
に
は
余

白
を
う
ま
く
つ
く
る
や
り

方
で
読
み
や
す
い
記
事
の

構
成
を
望
み
ま
す
。

●
写
真
を
適
所
に
配
置
し
、

読
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
構

成
が
さ
れ
て
い
て
良
か
っ

た
。
請
願
審
査
の
ペ
ー
ジ

は
、
討
論
に
つ
い
て
し
っ

か
り
書
か
れ
て
い
る
が
、

内
容
が
あ
る
程
度
分
か
っ

て
い
な
い
と
理
解
し
に
く

い
。
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ

は
、
質
問
と
回
答
が
要
約

さ
れ
て
い
て
内
容
に
興
味

が
湧
く
。
今
後
と
も
、
適

切
な
表
現
で
ア
ピ
ー
ル
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
議
場
の
雰
囲
気
を
含
め

て
書
い
て
あ
る
と
、
関
係

し
な
い
事
柄
で
も
興
味
を

持
っ
て
読
め
る
か
と
。

●
２８
年
度
補
正
・
２９
年
度

予
算
の
補
正
が
「
何
故
こ

の
時
期
に
」
と
の
単
純
疑

問
。
特
に
２８
年
度
の
補
正

が
一
般
会
計
に
お
い
て
第

９
回
と
の
こ
と
。
決
算
業

務
に
お
い
て
措
置
で
き
る

事
項
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

と
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付

金
」
と
の
文
言
の
使
い
分

け
は
？

●
便
り
全
体
の
構
成
が
良

く
な
い
。
編
集
側
の
都
合

の
横
割
り
と
な
っ
て
い
る
。

請
願
で
は
国
政
と
町
政
が

混
在
、
議
会
の
う
ご
き
で

は
県
政
と
町
政
が
混
在
。

●
特
集
「
あ
な
た
の
子
ど

も
は
大
丈
夫
？
」
は
大
い

に
注
目
す
る
記
事
で
し
た
。

間
近
に
迫
っ
た
少
子
化
社

会
の
到
来
は
、
さ
ら
に
格

差
社
会
、
貧
困
家
庭
の
進

展
が
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。
子
ど
も
を
抱
え
る

家
庭
に
と
っ
て
は
深
刻
で

す
。
問
題
の
重
要
性
か
つ

影
響
性
を
考
え
た
時
、
こ

の
特
集
記
事
は
巻
頭
見
開

き
に
し
た
方
が
イ
ン
パ
ク

ト
が
あ
り
、
町
民
の
意
識

の
高
揚
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

●
内
容
と
し
て
は
難
し
い

議
会
だ
よ
り
で
す
が
、
す

っ
き
り
し
た
見
出
し
と
各

ペ
ー
ジ
に
イ
ラ
ス
ト
や
写

真
が
の
せ
ら
れ
て
い
て
良

い
と
思
い
ま
す
。

ほ
し
い
情
報
　

●
議
会
の
実
際
の
や
り
と

り
を
聞
か
な
い
と
議
会
だ

よ
り
だ
け
で
は
内
容
が
判

り
づ
ら
い
の
で
も
う
少
し

詳
し
く
伝
え
て
ほ
し
い
。

●
陳
情
・
請
願
の
流
れ
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
疑

問
が
湧
き
ま
し
た
。
議
会

で
は
当
た
り
前
の
こ
と
も
、

一
般
に
は
分
か
り
に
く
い

の
で
解
説
を
。

●
少
子
高
齢
化
が
進
む
な

か
で
、
町
と
し
て
取
り
組

み
・
問
題
点
は
何
か
。
議

会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
、
具

体
的
提
案
を
し
て
い
く
こ

と
が
焦
眉
の
急
と
思
う
。

個
々
具
体
的
な
情
報
を
町

民
に
提
供
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

御
　
礼

　
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
、
こ

の
度
は
た
く
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
て
を
掲
載
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

と
て
も
参
考
に
な
る
ご
意

見
、
ま
た
皆
様
の
疑
問
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
も
ま
た

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

モ
ニ
タ
ー
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

■
モ
ニ
タ
ー
し
て
も
ら
っ
た
議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

紙
面
構
成（
割
り
付
け
）



　
今
年
の
1
月
に
、
東
京
か
ら
松
川

町
に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
東
京
で

生
ま
れ
育
ち
34
年
程
過
ご
し
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
中
で
縁
あ
っ
て
、
松

川
町
出
身
の
妻
と
結
婚
し
、
二
人
の

子
ど
も
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
松
川
町
へ
は
、
妻
が
帰
省
す
る
度

に
一
緒
に
足
を
運
び
、
毎
回
癒
さ
れ

て
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

　
自
然
に
囲
ま
れ
て
空
気
が
き
れ
い

な
と
こ
ろ
、
い
ろ
ん
な
果
物
や
野
菜

が
た
く
さ
ん
取
れ
る
こ
と
、
地
域
の

方
々
が
温
か
い
こ
と
な
ど
、
松
川
町

の
魅
力
に
惹
か
れ
、
こ
こ
で
子
ど
も

を
の
び
の
び
育
て
た
い
！
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、
移
住
す
る
に
あ
た
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
思
い
が
あ
り
、
踏
み
切
る

ま
で
に
時
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
、

子
ど
も
が
小
学
校
に
上
が
る
一
年
位

前
ま
で
に
は
と
思
い
決
断
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
実
際
に
暮
ら
し
始
め
、
こ

ち
ら
で
は
ゆ
っ
く
り
と
時
間
が
流
れ

て
い
る
よ
う
な
そ
ん
な
気
が
し
、
家

と
仕
事
と
の
往
復
な
の
は
東
京
に
い

た
時
と
変
わ
り
な
い
も
の
の
、
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
せ
て
い
ま
す
。
と

く
に
星
空
を
眺
め
て
い
る
と
、
時
間

を
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
ほ
ど
美
し

い
で
す
。

　
休
日
に
は
趣
味
の

自
転
車
を
満
喫
し
た

り
、
夏
に
は
子
ど
も
た

ち
と
庭
先
で
プ
ー
ル
や

花
火
を
し
た
り
、
い
ろ

ん
な
昆
虫
を
捕
ま
え

ま
し
た
。
野
菜
作
り
に

も
挑
戦
し
、
た
だ
植
え

た
だ
け
で
は
う
ま
く
育

た
な
い
こ
と
を
妻
の
両

親
か
ら
学
び
、
収
穫
し

て
食
べ
た
時
の
喜
び
を
味
わ
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
寒
さ
が
増
し
、
山

が
紅
葉
で
色
づ
く
の
も
楽
し
み
で
す

し
、
雪
が
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
と

の
雪
遊
び
や
、
ま
だ
ま
だ
楽
し
み
が

満
載
で
す
。
子
ど
も
た
ち
も
元
気

い
っ
ぱ
い
遊
び
ま
わ
っ
て
く
れ
て
移

住
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

　
ま
た
、
来
年
に
は
家
が
建
つ
の
で
、

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
て
、

馴
染
ん
で
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
家
族
と
も
ど
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
秋
の
夜
長
、
虫
の
音
が
心
地
よ
い

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
先
月
、
町
内
で
は
保
育
園
や
小
学

校
で
運
動
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
子
さ
ん
た
ち
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
に
、
元
気

や
感
動
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
よ
り
、
貴
重

な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
て
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
皆
様
に

愛
読
さ
れ
る
、
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　 

（
川
瀬
八
十
治
）

事務局

あ
と

が
き

（部　長）

黒澤　哲郎

（副部長）

佐藤　史人

米山　郁子

（部　員）

熊谷　宗明

坂本　勇治

大蔵　　洋

川瀬八十治

  

米山　詩乃

北林　　悠

広 報 部

I Have a Dream!I Have a Dream!I Have a Dream!

タイトルの「I Have a Dream」は、ノーベル平和賞を受賞したキング牧
師の演説の一節。 職と自由を求めたこの有名な演説は、公民権運動に
大きな影響を与え、未来を切り開いた。

私には夢がある
未来に羽ばたく若者●子どもたち

松川町少年少女太鼓クラブ

大
沢
北
部
　
品
木
伸
正

癒
さ
れ
る
町
で
暮
ら
す

（編集委員会）

ドンドン！ わっしょい！ 和太鼓の響きと弾ける笑顔！
お祭り大好きな仲間達！ みんなの気持ちを一つにし
て、腹の底から大きな声で、地元松川町を元気いっ
ぱい盛り上げます。メンバー募集中です！！
（毎週金曜日／町体トレーニングルーム）

し
な
　
　
き

議会だよりのバックナンバーは公式ＨＰにてご覧になれます。 松川町　議会だより

●
発
行
／
長
野
県
松
川
町
議
会
　
●
責
任
者
／
森
谷
岩
夫

●
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
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